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契
約
交
渉
の
破
棄
と
そ
の
責
任

(
六
)

|
|
現
代
に
お
け
る
信
頼
保
護
の
一
態
様
と
し
て
|
|

目

次

序
論
|
|
本
稿
の
課
題
と
対
象
、
視
角
と
構
成

第
一
部
日
本
に
お
け
る
議
論
の
現
状
と
問
題
点

第
二
部
ド
イ
ツ
法
の
考
察

第
三
部
フ
ラ
ン
ス
法
の
考
察

補
論
ア
メ
リ
カ
法
の
概
観

第
四
部
日
本
法
の
再
構
成

第
一
一
編
「
契
約
の
成
立
」
と
「
成
立
形
態
」

第
二
編
「
申
込
の
撤
回
」
に
関
す
る
諸
議
論

第
一
章
「
申
込
の
撤
回
」
に
対
す
る
日
本
法
の
態
度

(
以
上
、
四
二
巻
一
号
)

(
第
一
一
編
ま
で
、
四
二
巻
二
号
)

(
第
一
一
編
ま
で
、
四
二
巻
三
号
)

(
以
上
、
四
二
巻
四
号
)

(
以
上
、
四
二
巻
五
号
)

(
以
上
、
本
号
)

池

回

j青

ム口、γE
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説

第
二
編

「
申
込
の
撤
回
」

に
関
す
る
諸
議
論

北法42(6・72)1484

言命

「
申
込
の
撤
回
」
を
考
察
す
る
の
は
、
そ
れ
が
「
交
渉
破
棄
」
と
酷
似
し
、
「
成
立
形
態
」
を
媒
介
に
両
者
は
パ
ラ
レ
ル
に
並
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
法
と
ド
イ
ツ
法
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
さ
い
、
想
定
さ
れ
て
い
る
「
成
立
形
態
」
も
究
明
す
る
。

第
一
章

「
申
込
の
撤
回
」

に
対
す
る
日
本
法
の
態
度
|
|
民
法
典
の
起
草
過
程
に
則
し
て

現
行
民
法
典
が
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
明
定
し
た
た
め
か
(
五
一
一
一
条
一
項
、
五
二
四
条
)
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
理
由
に
つ
い
て

は
一
致
す
る
学
説
も
、
「
申
込
の
撤
回
」
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
法
典
の
起
草
過
程
が
考
察
の
中
心
と
な
る
。

第
一
節

ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
の
考
え
方
と
彼
の
民
法
草
案

ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
考
え
方

(
1
)
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
識
論
状
況

ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
は
一
八
七
三
年
に
来
日
し
、
八

O
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
旧
民
法
典
の
土
台
と
な
る
民
法
草
案
を
起
草
す
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
彼
の
考
え
方
を
基
定
し
た
の
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
議
論
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
不
法
行
為

責
任
説
が
支
配
的
で
、

0
3
0
Z昌
吉
の
予
備
的
契
約
説
が
反
旗
を
翻
す
程
度
で
あ
っ
た

(
こ
の
説
も
「
申
込
の
拘
束
力
」
は
否
定
し
た
)
。

ま
た
一
方
的
債
務
負
担
行
為
説
の
母
体
と
な
る
巴
晶
巳
の
著
作
が
公
刊
さ
れ
た
の
は
ボ
ア
ソ
ナ

1
ド
来
日
の
年
で
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
に
導

入
さ
れ
、

一
部
学
説
が
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
認
め
は
じ
め
る
の
は
一
八
九

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る

(
第
三
部
第
二
編
)
。



(2)
『
性
法
講
義
』

で
は
、
「
申
込
の
撤
回
」
が
自
由
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
「
申
込
を
撤
回
し
な
い
旨

の
契
約
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
撤
回
で
き
な
く
な
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
「
拘
束
力
」
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

民
法
草
案
起
草
以
前
の
講
義
録
た
る
『
性
法
講
義
』

ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
民
法
草
案
:
:
:
「
申
込
の
撤
回
」
に
か
か
わ
る
規
定
に
関
す
る
限
り
、
旧
民
法
典
の
起
草
過
程
で
は
、
三
種
の

し
か
参
照
さ
れ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
二
つ
を
な
が
め
る
。

-
J
o』
え
の
う
ち
、
最
初
の
二
つ

(
初
版
と
旧
版
)

(1)
第
一
草
案
(
勺
『

o-E
初
版
)

-
J
3
2
初
版
は
三
二
九
条
に
申
込
や
承
諾
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
が
、
そ
の
な
か
に
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
認
め
た
条
項
は
な
く
、
注

釈
で
も
「
『
申
込
の
撤
回
』
は
自
由
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
一
草
案
の
講
義
録
と
目
さ
れ
る
『
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド
氏
起
稿
|
|
民

で
も
、
「
期
限
付
の
申
込
も
、
承
諾
以
前
な
ら
撤
回
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

法
草
案
財
産
篇
講
義
二
(
人
権
之
部
)
』

契約交渉の破棄とその責任 (6) 

(2)
第
二
草
案
(
耳
o-Z
旧
版
)

第
二
草
案
は
第
一
草
案
を
踏
襲
し
、
三
二
九
条
は
条
項
・
注
釈
と
も
第
一
草
案
と
同
一
で
あ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
草
案
も
「
申
込
の
撤

回
」
と
不
法
行
為
責
任
と
の
関
係
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
た
め
、
「
申
込
の
撤
回
」
へ
の
対
処
の
仕
方
は
明
確
で
な
い
。
が
、
当
時
の
フ
ラ
ン

ス
の
議
論
状
況
か
ら
推
せ
ば
、
不
法
行
為
責
任
に
拠
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
草
案
三
二
八
条
は
「
締
約
は
書
面
に
よ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
口
頭
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
明
定
し
、
三
二
九
条
の
解
説
で

(
却
)

は
「
本
規
定
は
特
に
通
信
手
段
に
よ
る
締
約
に
適
用
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
隔
地
者
間
契
約
と
対
話
者
間
契
約
と
の
区
別
も
意
識

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
を
「
成
立
形
態
」
に
結
び
付
け
る
発
想
は
な
く
、
動
的
視
点
も
窺
え
な
い
。
右
の
区
別
は
事
実
と
し

て
羅
列
さ
れ
て
い
た
だ
け
の
よ
う
で
あ
る

北法42(6・73)1485

(
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
議
論
状
況
を
思
う
と
き

(
第
三
部
第
二
編
)
、
あ
や
し
む
に
足
り
な
い
)
。



説

鮭(
1
)
ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
が
「
申
込
の
拘
束
力
」
と
い
う
法
制
度
を
共
有
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
(
た
と
え
ば
谷
口
知
平
編
『
注

釈
民
法
(
二
二
)
債
権
(
四
)
』
(
昭
和
四
一
年
)
一
一
一
八
一
二
九
頁
(
遠
回
新
一
執
筆
部
分
)
、
北
川
善
太
郎
『
日
本
法
学
の
歴
史
と
理
論
』

(
昭
和
四
三
年
)
一
八
四
|
一
八
五
頁
)
、
最
近
で
は
ド
イ
ツ
法
か
ら
継
受
さ
れ
た
旨
を
明
言
す
る
も
の
も
あ
る
(
内
田
貴
『
契
約
の
再
生
』
(
平

成
二
年
)
二
四
頁
)
。
本
稿
で
は
そ
の
点
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
。

(
2
)
「
拘
束
力
」
の
根
拠
は
受
取
人
の
保
護
に
求
め
ら
れ
る
(
我
妻
栄
『
債
権
各
論
上
巻
』
(
昭
和
二
九
年
)
五
九
頁
、
前
掲
『
注
釈
民
法
(
一
三
)
』

一
二
七
頁
(
遠
回
新
一
執
筆
部
分
)
、
星
野
英
一
『
民
法
概
論
町
(
第
一
分
冊
)
』
(
昭
和
五

O
年
)
二
七
頁
、
三
宅
正
男
『
契
約
法
(
総
論
)
』

(
昭
和
五
三
年
)
七
頁
、
松
坂
佐
一
『
民
法
提
要
債
権
各
論
(
第
四
版
)
』
(
昭
和
五
六
年
)
一
七
頁
、
石
田
穣
『
民
法
V
(契
約
法
)
』
(
昭
和

五
七
年
)
三
一
一
頁
な
ど
)
。

(3)
「
申
込
の
拘
束
力
」
に
関
す
る
論
文
は
ほ
と
ん
ど
な
く
(
大
井
丈
一
「
申
込
の
拘
束
力
の
一
考
察
」
(
法
曹
公
論
四
二
巻
一

O
号
三

O
頁
、
昭

和
二
二
年
)
が
あ
る
程
度
か
)
、
比
較
法
的
考
察
も
十
分
と
は
言
い
難
い
(
前
掲
『
注
釈
民
法
(
一
三
)
』
二
一
八
l
一
二
九
頁
(
遠
回
新
一
執

筆
部
分
)
の
他
、
北
川
善
太
郎
『
契
約
責
任
の
研
究
』
(
昭
和
三
八
年
)
一
九
九
頁
以
下
、
同
・
前
掲
『
日
本
法
学
の
歴
史
と
理
論
』
一
八
四

一
八
五
、
二

O
四
|
二

O
五
頁
、
同
・
「
日
米
比
較
契
約
法
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

l
i
s
-
-釦丹市『包
g
E
3
2
(
一
方
的
契
約
)
の
分
析
(
一
、

一
一
)
(
完
)
|
|
」
(
法
学
論
叢
八
七
巻
二
号
四
頁
、
三
号
一
頁
、
昭
和
四
五
年
)
、
同
・
「
日
米
契
約
観
念
の
比
較
|
|
『
約
因
の
な
い
契
約
』
の

分
析
」
(
法
学
論
叢
九

O
巻
四
H
五
H
六
号
二
五
三
頁
、
昭
和
四
七
年
)
が
あ
る
く
ら
い
)
。
か
か
る
冷
淡
な
態
度
を
取
り
得
た
の
は
、
「
申
込
の

拘
束
力
」
に
疑
問
を
感
じ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
(
疑
問
を
呈
す
る
学
説
は
知
ら
な
い
し
、
た
と
え
ば
前
掲
『
注
釈
民
法
(
一
三
)
』
一
二
九

頁
(
遠
回
新
一
執
筆
部
分
)
は
「
〔
相
手
方
に
不
測
の
損
害
を
与
え
ぬ
た
め
、
隔
地
者
間
取
引
で
は
〕
申
込
に
拘
束
力
を
認
め
る
の
が
当
然
で
あ

る
」
と
す
る
。
河
上
正
二
「
『
契
約
の
成
立
』
を
め
ぐ
っ
て
|
|
現
代
契
約
論
へ
の
一
考
察
l
|
(
一
、
一
一
)
(
完
)
」
(
判
タ
六
五
五
号
一
一
頁
、

六
五
七
号
一
四
頁
、
昭
和
六
三
年
)
も
、
「
拘
束
力
」
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
理
論
的
説
明
に
腐
心
す
る
(
判
タ
六
五
五
号

一
五
頁
)
。
曽
野
和
明
「
契
約
関
係
発
生
プ
ロ
セ
ス
の
多
様
性
と
契
約
概
念
1

1
申
込
は
単
独
行
為
で
は
な
い
の
か

i
i」
(
北
大
法
学
論
集
三

八
巻
五
H
六
号
一
一
一
一
五
一
頁
、
昭
和
六
三
年
)
に
は
問
題
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
解
釈
論
に
力
点
を
置
く
た
め
、
真
意
は
十
分
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
)
。
が
、
い
か
に
「
良
き
法
制
度
」
で
あ
れ
、
根
本
に
立
ち
返
っ
た
検
討
が
常
に
要
求
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
「
良
き
法
制
度
」
の
底
流

に
あ
る
思
想
を
批
判
的
に
吸
収
し
、
そ
れ
を
活
か
し
つ
つ
、
法
の
展
開
を
図
る
の
は
法
学
に
課
さ
れ
た
任
務
の
一
つ
の
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

論

北法42(6・74)1486



契約交渉の破棄とその責任 (6) 

(
4
)
ボ
ア
ソ
ナ
I
ド
の
人
と
な
り
は
、
大
久
保
泰
甫
『
日
本
近
代
法
の
父

l
l
ボ
ア
ソ
ナ
ア
ド
』
(
昭
和
五
二
年
)
参
照
。

(
5
)
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
起
草
に
か
か
る
民
法
草
案
の
種
類
と
そ
の
意
義
は
、
『
法
務
図
書
館
所
蔵
|
貴
重
書
目
録
』
(
昭
和
四
八
年
、
手
塚
豊
選
定
)

三
七
頁
以
下
、
小
林
一
俊
「
民
法
理
由
書
な
ど
に
つ
い
て
の
一
つ
の
メ
モ
」
(
亜
細
亜
法
学
九
巻
一
号
入
三
頁
、
昭
和
四
九
年
)
、
池
田
真
朗
「
民

法
四
六
七
条
に
お
け
る
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
復
権
」
(
『
明
治
法
制
史
政
治
史
の
諸
問
題
』
(
昭
和
五
二
年
)
一
O
三
九
頁
以
下
所
収
)
参
照
。
な
お
、

高
橋
良
彰
「
ボ
ア
ソ
ナ

i
ド
草
案
と
旧
民
法
典
1
1
日
本
民
法
形
成
の
一
道
程
|
|
(
上
・
下
)
(
完
)
」
(
法
律
時
報
六
二
巻
二
号
七
六
頁
、

一
一
一
号
一
一
一
頁
、
平
成
二
年
)
に
従
い
、
最
初
の
版
(
一
八
八
O
|
八
二
年
)
を
初
版
と
、
二
番
目
の
版
(
八
二
l
八
九
年
)
を
旧
版
と
、

三
番
目
の
版
(
九
O
l
九
一
年
)
を
新
版
と
呼
ぶ
。

(6)
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
は
フ
ラ
ン
ス
法
だ
け
で
な
く
、
イ
タ
リ
ア
法
や
ベ
ル
ギ
ー
法
も
参
照
し
(
現
行
民
法
三
九
五
条
は
ベ
ル
ギ
ー
法
に
由
来
す
る
。

内
田
貴
『
抵
当
権
と
利
用
権
』
(
昭
和
五
人
年
)
二
人
頁
以
下
)
、
ド
イ
ツ
法
の
参
酌
も
予
定
し
て
い
る
宙

0
5
0
E
P
?
o古
島
市
わ
邑
巾
門
戸
手

宮
ロ
こ
同
回
目
己
Z
E
U宮
P
R
B自
官
官
士
円

5
2呂
田

g
E
B
(以
下
、
-
4£
R
と
引
用
)
・
円
-
F
N
E
・
5
∞N
-
E
E
E
E
o
p
℃
・
。
)
が
、
彼
の

背
景
に
フ
ラ
ン
ス
法
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

(7)
『
性
法
講
義
』
の
種
類
と
意
義
は
、
風
早
八
十
二
「
『
性
法
講
義
』
解
題
」
(
『
明
治
文
化
全
集
第
二
ニ
巻
(
法
律
編
)
』
(
昭
和
四
年
)
〔
解
題
編
〕

三
O
頁
以
下
)
、
向
井
健
「
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
自
然
法
論
|
|
来
朝
一
O
O
年
に
寄
せ
て
」
(
法
律
時
報
四
五
巻
七
号
二
二
頁
、
昭
和
四
八
年
)
、

池
田
真
朗
「
ボ
ア
ソ
ナ
1
ド
『
自
然
法
講
義
(
性
法
講
義
)
』
の
再
検
討
」
(
法
学
研
究
五
五
巻
八
号
一
一
貝
、
昭
和
五
七
年
)
参
照
。

(
8
)
最
近
復
刻
さ
れ
た
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
(
井
上
操
筆
記
)
『
性
法
講
義
(
完
)
』
(
明
治
一
O
年
)
と
そ
の
改
訂
版
た
る
ボ
ア
ソ
ナ

1
ド
(
井
上
操
筆

記
)
『
校
訂
増
補

l
l
性
法
講
義
』
(
明
治
一
四
年
)
を
参
照
す
る
(
以
下
、
各
々
明
治
一
O
年
版
、
明
治
一
四
年
版
と
引
用
)
。
な
お
、
ボ
ア
ソ

ナ
l
ド
(
磯
部
四
郎
通
訳
)
『
性
法
講
義
(
完
)
』
(
明
治
二
五
年
?
)
は
|
i
民
法
草
案
の
一
部
が
完
成
し
た
後
の
|
|
明
治
二
O
年
か
ら
一
一
一

年
に
か
け
て
の
講
義
録
な
の
で
取
り
上
げ
な
い
(
「
申
込
の
撤
回
」
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
)
。

(
9
)
明
治
一
O
年
版
二
七
一
頁
以
下
、
明
治
一
四
年
版
一
一
O
頁
以
下
(
寸
約
束
」
一
般
に
つ
い
て
は
、
明
治
一
O
年
版
一
六
九
頁
以
下
、
明
治
一

四
年
版
六
九
頁
以
下
参
照
)
。
た
だ
、
ボ
ア
ソ
ナ

i
ド
の
考
え
は
|
|
期
限
付
の
申
込
に
つ
き
、
原
則
と
し
て
そ
の
よ
う
な
予
備
的
契
約
の
存
在

を
認
め
た
|
|
U
S
M
O
-
-
Z
】
巾
の
見
解
と
は
異
な
る
よ
う
に
思
え
る
。
後
者
は
申
込
受
取
人
の
沈
黙
を
予
備
的
契
約
へ
の
黙
示
の
承
諾
と
解
す
る

が
、
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。

(
叩
)
な
お
、
民
法
草
案
起
草
以
前
(
明
治
一
一
一
一
年
三
|
五
月
)
の
講
義
録
で
あ
る
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド
(
加
太
邦
憲
筆
記
)
『
法
律
大
意
講
義
(
完
)
』

北法42(6・75)1487



説

(
明
治
一
三
年
)
と
民
法
草
案
起
草
中
(
明
治
二
ハ
年
)
の
講
義
録
た
る
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド
(
一
瀬
勇
三
郎
・
市
川
亮
功
同
訳
)

回
講
義
』
(
明
治
一
六
年
)
で
は
、
「
申
込
の
撤
回
」
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

(
U
)
第
三
草
案
た
る
早
口
』
2
・
門
岡
・
ロ

O
E・
E
・-
E
E
は
、
旧
民
法
典
制
定
(
明
治
二
三
年
)
以
後
に
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
「
申
込
の

撤
回
」
に
関
す
る
法
律
取
調
委
員
舎
の
審
議
は
一
一
一
年
一

O
月
に
は
事
実
上
終
了
し
て
い
る
。

(
ロ
)
同

V
3
2・門岡
l
固
め

-
E∞N
-
匂

2
・
(
第
一
草
案
三
二
九
条
の
詳
細
は
、
諸
草
案
対
照
表
参
照
。
)

(
日
)
方
£
2
・丹・困
l

同y
u
・
2
そ
こ
で
は
「
申
込
者
が
ニ
疋
期
間
内
『
申
込
を
撤
回
し
な
い
義
務
』
を
負
っ
て
い
る
と
き
は
話
は
別
で
、
そ
の
場
合
、

申
込
は
窓
口
笠
宮

S
S
と
か
℃
『
C
B
g
犯
と
か
呼
ば
れ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
第
三
草
案
と
比
較
す
る
と
き
(
甲
♀
2
・F
戸
口

0
2・
b
p・
5
2・
ロ
B

2
1
印印・

3
・印
ω
・∞
ω
1
∞
印
)
、
こ
の
説
明
は
「
申
込
を
撤
回
し
な
い
」
旨
の
契
約
に
関
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
宮

-
-
5
S
Eロ
と

い
う
一
言
葉
に
は
相
対
立
す
る
二
つ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
込
め
ら
れ
う
る
。
第
一
に
、
語
源
が
ロ

l
マ
法
の
宮

--E55(
一
方
的
約
束
の
う
ち
、
例

外
的
に
拘
束
力
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。
第
三
部
第
二
編
参
照
)
に
遡
る
た
め
、
「
拘
束
力
あ
る
も
の
」
を
指
す
こ
と
が
あ
る
(
〉

Z
Z『
?
2
2
5
5

2
E
Z∞
号
て
C
寄
巾
え
含

E
2岳
S
U
S
E
S
-
z
c
Sさ
S
E
g
E
E
?
呂斗
C

は
こ
の
用
語
法
を
採
る
)
。
第
二
に
、
拘
束
が
生
ず
る
に
は

意
思
の
合
致
を
要
す
る
と
の
考
え
と
対
比
さ
れ
る
と
き
、
「
拘
束
力
な
き
も
の
(
一
方
的
約
束
)
」
を
指
称
す
る
こ
と
も
あ
る
(
ボ
ア
ソ
ナ

1
ド

先
生
断
案
(
森
順
正
先
生
纂
輯
)
『
民
法
排
疑
』
(
明
治
二
五
年
)
一
二
九
頁
は
か
か
る
意
味
で
こ
の
語
を
用
い
る
)
。

(
日
)
最
初
の
巻
で
あ
る
『
ボ
ワ
ソ
ナ

1
ド
氏
起
稿
|
|
民
法
草
案
財
産
篇
講
義
壱
(
物
権
之
部
)
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
講
義
は
明
治
一
一
一
一
年
五
月
一

四
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
三
二
九
条
に
関
す
る
講
義
は
明
治
一
四
年
末
か
ら
一
五
年
一
月
に
か
け
て
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は

第
二
草
案
た
る

p
o』
旦
旧
版
(
司
『
♀
2
・
門
戸
戸
吟

b
p・-∞∞
N
l
H

∞∞
ω)
は
公
刊
さ
れ
て
お
ら
ず
、
右
講
義
は
第
一
草
案
に
対
す
る
も
の
と
解
さ

れ
る
(
こ
の
点
は
、
石
井
良
助
『
明
治
文
化
史
2

法
制
編
』
(
昭
和
二
九
年
)
五
一
一
一
頁
、
大
久
保
泰
甫
「
フ
ラ
ン
ス
の
法
学
者
が
見
た
ボ
ワ

ソ
ナ
ア
ド
法
典
(
こ
」
(
法
政
論
集
六
三
号
一
頁
、
昭
和
五

O
年
)
四
頁
を
、
ま
た
右
講
義
録
の
性
格
は
、
手
塚
豊
『
明
治
法
学
教
育
史
の
研
究
』

(
昭
和
六
三
年
)
一
四
一
頁
を
参
照
)
。

(
日
)
『
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド
氏
起
稿
。
|
民
法
草
案
財
産
篇
講
義
一
一
』
八
四
|
八
五
頁
。

(
日
)
司

5
2・
同
・
戸
内
冊
子
同
∞
∞
ω
・
℃
主

-
R
2・司・
3
・
(
第
二
草
案
三
二
九
条
の
詳
細
は
、
諸
草
案
対
照
表
参
照
。
)

(η)
「
申
込
の
撤
回
」
と
の
関
連
か
ら
不
法
行
為
責
任
を
論
じ
た
著
作
は
な
く
、
そ
の
逆
も
見
当
た
ら
な
い
(
ボ
ア
ソ
ナ

1
ド
『
偽
国
民
法
契
約
編

第
二
回
講
義
(
司
法
省
蔵
版
)
』
(
明
治
一
四
年
)
八
|
一
一
一
頁
も
不
法
行
為
責
任
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
)
。

北法42(6・76)1488

『
法
律
大
意
第
二

言命



(
国
)
第
三
草
案
た
る

-40」
え
新
版
で
の
彼
の
見
解
を
参
照
(
甲
a
m
F
門
戸

5
2・
E
よ
口
。
目
印
・
宅
・

2-
呂
田
三
で
検
討
す
る
)
。

(日
)
P
S
2・F
F
N
m
E
-
唱
え
山
(
第
一
草
案
に
も
同
じ
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
(
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
篇
講
義
二
』
八

O
頁
)
。
同
・
七
八

頁
で
は
「
契
約
書
へ
の
調
印
に
よ
る
締
約
」
に
も
ふ
れ
て
い
る
。
)

(
却
)
句
『
D』

2
・円
-
F
N
。
E
J
口。印一戸乏)・。∞
1
め
匂
'

第
二
節

旧
民
法
典
の
起
草
過
程
と
関
連
問
題

旧
民
法
典
の
起
草
過
程
と
旧
民
法
財
産
編
三

O
八
条

旧
民
法
財
産
編
三

O
八
条
(
以
下
、
旧
民
法
三

O
人
条
と
略
す
)
は
、
二
項
一
文
で
「
期
限
付
の
申
込
は
撤
回
で
き
な
い
」
と
定
め
、
学

説
は
こ
れ
を
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
認
め
た
も
の
と
解
す
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
制
定
経
緯
を
追
っ
て
み
る
。

(
1
)
『
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
氏
起
稿

l
!
民
法
草
案
修
正
文
自
第
五

O
一
条
至
第
一
五

O
二
条
』

契約交渉の破棄とその責任 (6) 

法
律
取
調
委
員
曾
設
置
以
前
の
民
法
編
纂
局
時
代
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
(
第
一
一
)
草
案
の
う
ち
、
既
に
完
成
し
て
い
た
部
分
は
翻
訳
さ
れ
、

内
閣
に
提
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
編
纂
局
案
と
目
さ
れ
る
の
が
『
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
氏
起
稿
|
|
民
法
草
案
修
正
文
自
第
五

O
一
条
至
第
一
五

O
二
条
』
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
右
草
案
三
二
九
条
と
同
じ
規
定
が
設
け
ら
れ
(
八
二
九
条
)
、
寸
申
込
の
拘
束
力
」
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

(2)
『
民
法
草
案
第
二
編
』

法
律
取
調
委
員
舎
に
お
け
る
編
纂
局
案
八
二
九
条
の
動
静
を
窺
わ
せ
る
こ
の
資
料
に
は
、
編
纂
局
案
を
手
直
し
た
案
(
以
下
、
原
案
と
呼

と
が
併
記
さ
れ
、
原
案
に
は
「
拘
束
力
」
を
認
め
た
規
定
が
な
い
の
に
対

北法42(6・77)1489 

と
そ
れ
を
修
正
し
た
案
(
便
宜
上
、
最
終
修
正
案
と
呼
ぶ
)

ぶ
)

し
、
最
終
修
正
案
四
項
に
は
「
提
供
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
カ
其
受
取
ヲ
出
シ
タ
ル
ト
キ
即
チ
明
示
又
ハ
暗
示
ノ
期
間
内
ニ
之
ヲ
答
フ
ル
コ
ト
ヲ
留

保
ス
ル
旨
ヲ
書
面
ニ
依
リ
又
ハ
其
他
ノ
方
法
ニ
依
リ
述
ヘ
タ
ル
ト
キ
ハ
提
供
者
此
期
間
ノ
満
了
前
ニ
提
供
ヲ
言
消
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
の
規



説

定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
申
込
受
取
人
の
通
知
が
要
件
と
さ
れ
る
こ
と
を
顧
み
る
な
ら
、
撤
回
で
き
な
く
な
る
根
拠
は
契
約
に
求

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
、
「
拘
束
力
」
を
是
認
し
た
も
の
と
は
解
し
難
い
。

北法42(6・78)1490

吾ι
白岡

(3)
三
ニ
九
条
に
関
す
る
法
律
取
関
委
員
奮
の
一
回
目
の
審
韓
(
明
治
一
二
年
二
月
一
三
日
)

原
案
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
の
審
議
で
は
、
レ
ー
ス
ラ

l
起
草
の
旧
商
法
草
案
と
の
抵
触
が
問
題
と
さ
れ
、
そ
れ
を
め

ぐ
っ
て
長
大
な
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
心
論
点
は
「
承
諾
の
撤
回
」
の
可
否
と
「
申
込
の
拘
束
力
」
の
是
非
で
、
前
者
に
つ
き
激

論
が
戦
わ
さ
れ
た
後
、
「
承
諾
の
撤
回
」
は
認
め
る
が
、
「
拘
束
力
」
は
認
め
な
い
と
い
う
鶴
田
案
が

t
l
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
に
質
問
す
る
こ
と

を
条
件
に
|
|
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
審
議
の
冒
頭
、
栗
塚
報
告
委
員
は
「
此
度
起
案
者
ガ
『
カ

l
ク
ウ
ド
』
ノ
注
意
ヲ
以
テ
直
シ
マ
シ
タ
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
三
ヵ
月
後
に
提
出
さ
れ
た
「
カ
ル
ク
ウ
ド
氏
意
見
書
」
と
は
寸
民
法
商
法
ニ
於
ル
事
ノ
爾
論
ト
及
雨
法
問
ノ
抵
鯛
ト
ヲ

避
ク
ル
鶏
メ
従
フ
可
キ
方
法
ニ
付
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
契
約
の
成
立
」
に
関
す
る
規
定
に
お
け
る
最
大
の
争
点
は
「
民
法
と
商
法
と

の
調
整
」
に
あ
り
、
両
者
の
相
克
が
旧
民
法
三

O
八
条
の
性
格
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
の

(4)
『
民
法
草
案
修
正
問
答
録
』

「
承
諾
の
撤
回
」
は
認
め
る
が
、
「
拘
束
力
」
は
認
め
な
い
、

と
い
う
の
が
ボ
ア
ソ
ナ
1
ド
の
回
答
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
意
思
の
合
致

が
あ
れ
ば
拘
束
は
発
生
す
る
と
し
、
申
込
受
取
人
が
申
込
人
に
「
与
え
ら
れ
た
期
間
内
、
検
討
す
る
」
と
伝
え
た
事
案
を
そ
の
実
例
と
し
て

挙
げ
て
い
る
。
内
容
や
後
の
審
議
の
様
子

(
(
5
)
参
照
)
か
ら
見
て
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
最
終
修
正
案
四
項
に
当
た
る
規
定
を
新
設
す
る

案
(
第
一
修
正
案
と
呼
ぶ
)
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
他
方
、
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
は
右
回
答
に
先
立
ち
、
「
申
込
を
申
込
と
し
て

承
諾
す
れ
ば
予
約
と
な
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
右
四
項
は
予
約
の
規
定
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。

(5)
六
六
三
条
二
方
の
予
約
の
規
定
)
に
関
す
る
法
律
取
問
委
員
曾
の
一
回
目
の
審
識
(
明
治
一
二
年
四
月
ニ
四
日
)

こ
こ
で
の
議
論
は
「
若
シ
明
示
又
ハ
歎
示
ニ
テ
受
諾
ノ
矯
メ
何
等
ノ
期
間
ヲ
モ
定
メ
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
諾
約
者
ハ
要
約
者
カ
履
行
ヲ
要
求
セ



ス
シ
テ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
珠
約
ハ
不
成
立
ノ
モ
ノ
ト
矯
ス
ヘ
キ
期
間
ヲ
定
メ
ン
ト
裁
判
所
ニ
請
求
ス
ル
事
ヲ
得
」
と
い
う
六
六
三
条
二

項
を
三
二
九
条
の
囚
項
と
五
項
の
聞
に
入
れ
る
か
否
か
に
集
中
す
る
。
四
項
建
て
の
原
案
三
二
九
条
は
既
に
修
正
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る

(
第
一
修
正
案
の
存
在
を
推
測
し
た
所
以
で
あ
る
)
。
ま
た
栗
塚
報
告
委
員
は
右
条
項
を
第
一
修
正
案
四
項
の
続
き
と
位
置
づ
け
、
ボ
ア
ソ
ナ

ー
ド
も
右
提
案
に
肯
定
的
で
あ
る
。
右
四
項
は
最
終
修
正
案
四
項
と
同
じ
く
予
約
の
規
定
だ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

(6)
『
商
法
民
法
関
係
諸
僚
比
較
表
』

六
六
三
条
二
項
は
一
旦
三
二
九
条
五
項
と
さ
れ
た
。
こ
の
比
較
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
第
二
修
正
案
三
二
九
条
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
、
同
・
比
較
表
は
旧
民
法
草
案
と
旧
商
法
草
案
と
の
調
整
を
図
る
た
め
の
資
料
と
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、
三
二
九
条
は
旧
商

(
毘
)

と
も
比
較
さ
れ
て
い
る
。
「
拘
束
力
」
は
調
整
の
一
論
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

法
草
案
三
四
二
条
(
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
認
め
た
規
定
)

(7)
「
第
三
百
二
十
九
保
改
正
案
」

文
言
や
内
容
か
ら
推
し
て
、
こ
の
改
正
案
は
最
終
修
正
案
と
再
調
査
案

((8)
参
照
)

と
の
間
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ

の
二
項
一
文
は
「
提
供
ノ
時
又
ハ
其
以
後
明
示
又
ハ
歎
一
亦
ニ
テ
受
諾
ニ
期
間
カ
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
提
供
ハ
此
期
間
内
一
言
消
サ
ル
ル
事

契約交渉の破棄とその責任(6 ) 

ヲ
得
ス
」
と
定
め
、
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
是
認
す
る
。
こ
れ
が
旧
民
法
三

O
八
条
二
項
に
受
け
継
が
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
改
正
の
原
因
は
、

前
後
の
事
情
か
ら
見
て
、
旧
商
法
草
案
と
の
す
り
合
わ
せ
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

(8)
三
ニ
九
条
に
閲
す
る
法
律
取
調
委
員
曾
の
二
回
目
の
審
議
(
明
治
二
一
年
一

O
月
一
恥
)

(
甜
)

三
二
九
条
に
関
す
る
こ
回
目
の
審
議
は
再
調
査
案
に
対
し
て
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
旧
民
法
三

O
八
条
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
り
、
二
項

一
文
は
「
明
示
又
ハ
歎
示
ノ
期
間
ア
ル
ト
キ
ハ
其
期
間
ハ
言
込
ヲ
言
消
ス
事
ヲ
得
ス
」
と
「
拘
束
力
」
を
明
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
改
正
の
原
因
は
特
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
推
測
さ
せ
る
発
言
が
冒
頭
か
ら
登
場
す
る
。
(
栗
塚
委
員
)
「
此
候
ハ
三
度
直
シ
マ

北法42(6・79)1491

シ
夕
、
賓
ハ
起
按
者
ガ
商
法
ノ
意
ヲ
加
ヘ
テ
直
シ
マ
シ
タ
」
、

(
山
田
委
員
長
)
「
商
法
ト
同
ジ
ニ
ナ
ツ
タ
カ
」
、
(
栗
塚
委
員
)
「
之
デ
商
法
ト



説

{
国
}

違
ハ
ヌ
様
デ
御
座
イ
マ
ス
」
。
三
二
九
条
に
あ
っ
て
は
旧
商
法
草
案
の
立
場
が
優
先
さ
れ
た
わ
け
で
、
「
拘
束
力
」
が
認
め
ら
れ
た
点
も
、
ボ

(
却
)

そ
の
一
例
証
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

ア
ソ
ナ

l
ド

(
第
一
一
)
草
案
と
比
較
す
る
と
き
、

北法42(6・80)1492

自衛

(9)
旧
民
法
財
産
編
三

O
八
条
ニ
項
に
関
す
る
解
釈
論

前
述
の
如
く
、
学
説
は
旧
民
法
三

O
八
条
二
項
一
文
を
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
認
め
た
規
定
と
解
す
る
。
た
だ
、
右
の
審
議
が
民
法
と
商

そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
根
拠
に
ふ
れ
な
か
っ
た
た
め
か
、
学
説
も
こ
の
点
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。

法
の
調
整
に
終
始
し
、

(
第
一
一
)
草
案
H
編
纂
局
案
↓
原
案
↓
(
第
一
修
正
案
)
↓
第
二
修
正
案
↓
最
終
修
正
案
↓
改
正

案
↓
再
調
査
案
↓
旧
民
法
」
と
い
う
構
図
が
浮
か
び
上
が
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
複
雑
な
経
過
を
た
ど
っ
た
主
た
る
原
因
は
旧
商
法
草
案
と
の
調

整
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
「
申
込
の
撤
回
」
に
対
す
る
態
度
の
変
化
も
そ
の
一
環
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
草
案
で
は
な
く
、
旧

商
法
草
案
に
由
来
す
る
「
申
込
の
拘
束
力
」
と
い
う
制
度
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
は
、
「
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド

と
こ
ろ
で
、
旧
民
法
典
の
起
草
過
程
や
旧
民
法
下
の
議
論
を
見
て
も
、

ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
草
案
と
同
様
、
「
契
約
の
成
立
形
態
」
に
は
ほ
と

ん
ど
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
旧
民
法
財
産
編
三

O
七
条
は
、
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
(
第
一
二
草
案
三
二
八
条
を
受
け
、
「
締
約
の
仕
方
」

が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
事
実
と
し
て
羅
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
起
草
過
程
で
の
審
議
や
学
説
の
な
か
に
も
、

「
成
立
形
態
」
と
関
連
し
そ
う
な
議
論
は
見
当
た
ら
な
い
。
隔
地
者
間
契
約
と
対
話
者
間
契
約
は
区
別
さ
れ
、
三

O
八
条
は
前
者
に
関
す
る

規
定
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
前
者
で
は
『
承
諾
の
撤
回
』
な
ど
困
難
な
問
題
が
生
じ
る
が
、
後
者
で
は
そ
れ
が
発
生
し
な
い
た
め
」

と
さ
れ
て
お
り
、
成
立
形
態
と
は
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
動
的
視
点
も
見
い
出
せ
な
い
。

旧
商
法
草
案
と
旧
商
法
の
起
草
過
程
:
:
:
旧
商
法
典
の
起
草
過
程
を
検
討
す
る
の
は
、
旧
民
法
二
一

O
八
条
が
旧
商
法
草
案
か
ら
多

大
な
影
響
を
受
け
、
特
に
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
認
め
た
同
条
二
項
が
右
草
案
三
四
二
条
に
由
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(1)
旧
商
法
草
案
の
性
格
と
草
案
三
四
二
条



{
甜
)

明
治
一
七
年
に
完
成
し
た
レ

l
ス
ラ

l
の
起
草
に
か
か
る
旧
商
法
草
案
は
、
編
別
こ
そ
フ
ラ
ン
ス
商
法
に
倣
う
も
の
の
、
内
容
は
ド
イ
ツ

(
四
)

旧
商
法
に
近
い
、
と
評
さ
れ
て
い
る
。
同
草
案
三
三
七
条
以
下
に
は
「
契
約
の
締
結
」
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス

商
法
典
に
か
か
る
規
定
は
な
く
、
他
方
、
ド
イ
ツ
旧
商
法
典
に
同
様
の
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
後
者
に
由
来
す
る
も
の
と
考

そ
の
持
続
期
間
を
、
期
限
の
な
い
申
込
に
つ
い
て
は
「
受
取
人
が
即

時
に
回
答
し
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
期
間
」
と
、
期
限
付
の
申
込
に
あ
っ
て
は
期
間
内
、
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
旧
商
法
三
一
九

条
と
同
内
容
で
あ
り
、
本
規
定
は
ド
イ
ツ
旧
商
法
典
を
継
受
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

(2)
旧
商
法
典
の
起
草
過
程
|
|
特
に
旧
商
法
二
九
七
条
に
則
し
て

え
ら
れ
る
。
ま
た
草
案
三
四
二
条
は
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
是
認
し
、

旧
商
法
草
案
三
四
二
条
が
旧
商
法
二
九
七
条
と
な
る
さ
い
、
実
質
的
な
修
正
は
加
え
ら
れ
ず
、
起
草
過
程
は
翻
訳
の
修
正
に
終
始
す
る
。

と
二
回
目
の
審
議
た
る
第
二
讃
曾
(
明
治
二

O
年
三
月
一
七
日
)
で
は
、
原
案

が
第
一
改
訂
案
に
、
第
一
改
訂
案
が
第
二
改
訂
案
に
、
各
々
変
更
さ
れ
る
が
、
訳
語
の
修
正
に
止
ど
ま
る
。
三
回
目
の
審
議
は
、
旧
民
法
草

最
初
の
審
議
た
る
第
一
讃
曾
(
明
治
一
九
年
四
月
一
四
日
)

契約交渉の破棄とその責任 (6) 

案
三
二
九
条
に
つ
き
激
論
が
戦
わ
さ
れ
た
五
日
後
(
明
治
二
一
年
二
月
一
八
日
)
に
な
さ
れ
る
が
、
審
議
は
無
風
で
、
実
質
的
な
議
論
も
な

く
、
委
員
提
出
の
案
が
可
決
さ
れ
る
。
こ
の
案
が
第
二
改
訂
案
か
第
三
改
訂
案
か
は
不
明
だ
が
、
後
者
も
レ

l
ス
ラ

l
草
案
の
翻
訳
に
過
ぎ

な
い
。
最
後
の
審
議
(
明
治
二
一
年
一

O
月
一
九
日
)
で
も
、
草
案
三
四
二
条
に
当
た
る
再
調
査
案
二
九
七
条
は
、
議
論
も
な
く
承
認
さ
れ

る
。
再
調
査
案
も
記
録
を
欠
く
た
め
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
前
後
に
位
置
す
る
第
三
改
訂
案
と
旧
商
法
(
正
文
)
が
草
案
の
翻
訳
で
あ
る
以

〈
叩
}

上
、
こ
れ
も
同
様
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
か
か
る
経
緯
を
辿
っ
た
原
因
は
、
本
格
的
な
審
議
が
旧
民
法
の
起
草
過
程
で
な
さ
れ
、
そ
こ

で
「
申
込
の
拘
束
力
」
の
導
入
が
決
定
さ
れ
た
以
上
、
議
論
す
べ
き
事
柄
が
残
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

北法42(6・81)1493 

と
こ
ろ
で
、

レ
ー
ス
ラ

l
草
案
や
起
草
過
程
で
の
議
論
に
も
、
「
成
立
形
態
」
に
対
す
る
配
慮
は
ほ
と
ん
ど
窺
え
な
い
。
確
か
に
レ

l
ス

ラ
ー
も
「
締
約
の
仕
方
」
が
多
様
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
そ
れ
は
事
実
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
だ
け
で
、
「
成
立
形
態
」
と
は
結
び
付
け



説

ら
れ
て
い
な
吋
。
隔
地
者
間
契
約
と
対
話
者
間
契
約
は
分
別
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
申
込
の
拘
束
力
」
の
持
続
期
間
や
「
承
諾
の
撤
回
」

の
可
否
と
い
っ
た
観
点
か
ら
す
る
も
の
で
、
動
的
視
点
は
見
当
た
ら
な
い
。
以
上
の
諸
点
は
法
律
取
調
委
員
舎
の
審
議
に
も
同
様
に
妥
当
す

る
。
ま
た
ド
イ
ツ
旧
商
法
二
七
五
条
が
不
動
産
に
関
す
る
契
約
を
商
行
為
か
ら
除
外
し
て
い
た
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
旧
商
法
人
条
は

(
剖
}

こ
の
点
を
も
原
則
と
し
て
継
承
し
た
の
だ
が
、
「
練
り
上
げ
型
」
の
典
型
例
た
る
不
動
産
売
買
が
射
程
外
と
さ
れ
て
い
る
以
上
、
「
成
立
形
態
」

北法42(6・82)1494

論

ま
で
考
え
が
及
ば
な
く
て
も
不
思
議
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

旧
民
法
財
産
編
三

O
八
条
ニ
項
に
対
す
る
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
の
理
解

(1)
第
三
草
案
可
『

o-Z
新
版
)

-
J
O』
巾
丹
新
版
は
旧
民
法
典
公
布
後
に
発
刊
さ
れ
、
委
員
会
の
審
議
も
踏
ま
え
て
い
る
た
め
、
第
二
草
案
以
降
の
彼
の
態
度
を
知
る
手
掛
か

り
と
な
る
。
そ
の
第
三
草
案
三
二
九
条
二
項
は
・
4
丘町
5

5
宮
E
2
2
Z可
白
内
門

bmi--・2

と
し
、
「
拘
束
力
」
を
認
め
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

が
、
註
釈
で
は
「
承
諾
な
き
限
り
、
申
込
は
撤
回
し
う
る
」
と
し
、
二
項
に
つ
い
て
は
概
ね
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

期
限
付
の
申
込
に
よ
り
、
申
込
者
は
「
期
間
内
は
申
込
を
撤
回
し
な
い
」
と
の
黙
示
の
約
束

(E
巾
ロ
宮
岡
市

g
s
=
R
R巾
)
を
し
て
い
る
。

が
、
こ
の
条
項
に
対
し
て
は
「
一
方
の
当
事
者
の
意
思
だ
け
か
ら
義
務
が
生
ず
る
こ
と
は
な
い
、
と
の
原
則
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
疑
問
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
想
起
さ
れ
る
べ
き
は
「
他
人
に
損
害
を
与
え
た
者
は
、
何
人
も
そ
れ
を
賠
償
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
よ
り
高
次
の
原
則
で
あ
り
、
右
の
知
き
約
束
が
な
さ
れ
た
場
合
、
相
手
方
は
承
諾
の
準
備
を
し
た
り
、
他
の
取
引
を
諦
め
て
も

よ
い
は
ず
だ
か
ら
、
申
込
者
が
そ
れ
を
維
持
し
な
い
な
ら
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
(
『

g
-
5
5ち
ぽ
仏

.
5
a
c
E
g山
間
巾
)
の
で
あ
る
。

こ
の
説
明
が
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
通
説
た
る
不
法
行
為
責
任
説
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
、
責
任
の
根
拠
づ
け
や
効
果
を
見
れ
ば
明
ら
か

で
あ
る
。
ま
た
以
前
の
彼
の
態
度
(
前
節
参
照
)
や
一
方
的
債
務
負
担
行
為
説
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
学
説
の
根
強
い
抵
抗
(
第
三
部
第
二
編

参
照
)

か
ら
推
し
て
も
、
「
申
込
の
拘
束
力
」
と
は
易
々
と
受
容
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
彼
は
二
項
を
不
法
行
為
責
任
の
確
認



的
規
定
と
理
解
(
誤
解
?
)

(
由
工
時
)

と
疑
わ
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

(2)
『
民
法
排
疑
』

旧
民
法
三

O
八
条
に
関
し
、
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
は
「
申
込
は
宮
口

E
g
z
oロ
で
あ
っ
て
、
意
思
の
合
致
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
申
込
者
は
こ

れ
に
拘
束
さ
れ
な
い
」
と
し
た
後
、
「
申
込
受
取
人
が
考
慮
中
の
場
合
に
は
、
明
示
又
は
黙
示
の
期
間
内
で
も
、
な
お
申
込
は
撤
回
し
う
る
」

そ
の
理
由
と
し
て
「
承
諾
以
前
に
契
約
を
あ
て
に
し
て
行
動
す
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
か
ら
、
撤
回
に
よ
っ
て
損
害
が
生
じ
る
こ
と
も

(
出
)

な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
説
く
。
結
局
、
彼
は
最
後
ま
で
「
申
込
の
拘
束
力
」
な
ど
認
め
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。

ト』

1
v

、

か
の
法
典
論
争
に
よ
り
旧
民
法
典
は
潰
え
た
が
、
そ
の
さ
い
、
商
法
と
の
抵
触
が
多
い
点
も
延
期
派
の
論
拠
と
さ
れ
た
。
増

島
論
文
に
端
を
発
す
る
こ
の
種
の
批
判
は
、
松
野
論
文
な
ど
を
介
し
、
貴
族
院
で
の
村
田
演
説
へ
と
収
赦
し
て
い
く
。
が
、
既
に
見
た
と
お

と
こ
ろ
で
、

契約交渉の破棄とその責任 (6) 

り
、
旧
民
法
三

O
八
条
に
関
す
る
限
り
、
重
複
は
あ
る
も
の
の
、
商
法
典
と
の
連
携
は
十
分
図
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
改
正
も
重
ね
ら

(
叩
}

れ
て
い
る
。
ま
た
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
の
言
う
よ
う
に
、
商
法
は
民
法
の
特
別
法
ゆ
え
抵
触
は
あ
り
え
な
い
、
と
の
理
解
も
可
能
だ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
意
見
が
法
律
取
調
委
員
曾
の
審
議
の
な
か
で
既
に
聞
か
れ
る
。
い
わ
く
「
商
法
ハ
別
ト
シ
テ
宜
シ
イ
ト
恩
フ
、
民

法
ノ
原
則
ハ
左
様
ダ
ケ
レ
ド
モ
、
商
法
ハ
特
別
法
ダ
カ
ラ
シ
テ
紙
個
別
シ
テ
居
テ
モ
構
ハ
ヌ
L

。
発
言
者
は
時
の
元
老
院
議
官
村
田
保
で
あ
る
。

註(1)
資
料
と
し
て
は
、
日
本
学
術
振
興
会
が
戦
前
に
復
刻
し
た
「
法
務
図
書
館
所
蔵
『
法
典
調
査
会
法
律
取
調
委
員
会
及
び
会
社
条
例
編
纂
委

員
会
議
事
速
記
録
及
び
法
律
案
』
全
二
八
八
巻
」
(
い
わ
ゆ
る
学
振
版
)
と
最
近
復
刻
さ
れ
て
い
る
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
(
一
三
二
)
』

(
商
事
法
務
研
究
会
)
が
あ
る
が
、
後
者
を
参
照
す
る
。
ま
た
前
節
の
註
で
挙
げ
た
文
献
の
他
、
有
地
亨
「
旧
民
法
の
編
纂
過
程
に
あ
ら
わ
れ
た
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説

諸
草
案
」
(
法
政
研
究
三
九
巻
二
H

四
号
三
七
二
頁
、
昭
和
四
八
年
)
、
石
井
良
助
『
民
法
典
の
編
纂
』
(
昭
和
五
四
年
)
を
手
引
き
と
し
た
。

(
2
)
旧
民
法
財
産
編
三

O
八
条
の
詳
細
は
諸
草
案
対
照
表
参
照
。
二
項
一
文
に
対
す
る
学
説
の
理
解
は
次
の
と
お
り
。
富
井
政
章
『
民
法
論
綱
(
人

権
之
部
上
巻
)
』
(
明
治
二
三
年
)
九
四
頁
(
「
申
込
ヲ
取
消
ノ
権
利
ナ
キ
モ
ノ
ト
謂
フ
可
〔
シ
〕
」
)
、
磯
部
四
郎
『
民
法
釈
義
(
第
六
編
)
』
(
明

治
二
三
年
)
-
三

O
二
頁
(
「
言
込
ノ
取
消
ヲ
有
数
ニ
矯
ス
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
」
)
、
堀
三
友
他
『
民
法
疏
義
(
物
権
之
部
第
三
冊
)
』
(
明
治
二
四
年
)

一
O
O
四
頁
(
「
言
消
ヲ
矯
ス
ノ
権
ナ
シ
」
)
。
つ
ま
り
、
撤
回
者
に
損
害
賠
償
責
任
が
課
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
撤
回
を
不
能
と
す
る
「
申
込
の

拘
束
力
」
が
認
め
ら
れ
た
、
と
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
(
江
木
衷
『
日
本
民
法
財
産
篇
(
人
権
之
部
)
』
(
明
治
二
五
年
)
一
一
一
八
l
四
O
頁
も
向
旨
。

ま
た
井
上
正
一
『
民
法
正
義
(
財
産
編
第
二
部
巻
之
一
)
』
(
明
治
二
四
年
)
九
三
頁
は
「
言
消
ス
コ
ト
ヲ
得
〔
ス
〕
」
と
す
る
だ
け
だ
が
、
右
の

理
解
に
反
対
す
る
趣
旨
で
は
あ
る
ま
い
)
。

(3)
民
法
編
纂
局
に
つ
い
て
は
、
有
地
・
前
掲
論
文
二
八

O
頁
以
下
、
石
井
・
前
掲
『
民
法
典
の
編
纂
』
一
四
八
頁
以
下
参
照
。

(
4
)
内
閣
に
提
出
さ
れ
る
さ
い
に
添
え
ら
れ
た
上
申
書
と
副
申
書
の
内
容
か
ら
推
し
て
(
各
々
の
内
容
は
、
石
井
・
前
掲
『
民
法
典
の
編
纂
』
一

四
九
頁
以
下
参
照
)
、
こ
れ
が
内
閣
に
提
出
さ
れ
た
草
案
な
い
し
そ
れ
に
近
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
(
福
島
正
夫
編
『
日
本
近
代
法
体
制
の
形
成

(
下
巻
)
』
(
昭
和
五
七
年
)
三
七
三
、
三
人
二
頁
(
向
井
健
執
筆
部
分
)
参
照
。

(
5
)
編
纂
局
案
八
二
九
条
の
詳
細
は
諸
草
案
対
照
表
参
照
。

(
6
)
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
二
ハ
』
(
平
成
元
年
)
収
録
の
『
民
法
草
案
第
二
編
』
(
作
成
時
期
不
明
)
に
よ
る
。

(
7
)
前
掲
『
民
法
草
案
第
二
編
』
四
四

l
四
五
頁
。
両
案
の
詳
細
は
諸
草
案
対
照
表
参
照
。

(
8
)
原
案
三
項
は
「
若
シ
受
諾
ノ
潟
メ
期
間
カ
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
提
供
ハ
此
期
間
ノ
満
了
ノ
ミ
ニ
因
テ
終
ル
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
旧
民

法
三

O
八
条
三
項
に
受
け
継
が
れ
た
規
定
で
あ
っ
て
、
そ
の
趣
旨
は
「
期
限
付
の
申
込
は
、
期
限
の
徒
過
に
よ
り
、
撤
回
を
待
た
ず
に
失
効
す
る
」

点
に
あ
る
と
さ
れ
る
(
富
井
・
前
掲
書
九
四
頁
、
磯
部
・
前
掲
書
一
三

O
三
頁
、
前
掲
『
民
法
疏
義
』
一

O
O
四
頁
、
井
上
・
前
掲
書
九
五
頁
)
。

よ
っ
て
、
原
案
三
項
も
「
申
込
の
拘
束
力
」
と
は
無
縁
な
も
の
と
推
測
さ
れ
る
(
後
註
(
お
)
も
参
照
)
。

(9)
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
八
』
(
昭
和
六
二
年
)
収
録
の
『
法
律
取
調
委
員
曾
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
(
自
第
二
十
三
回

歪
第
三
十
四
回
)
』
二
六
頁
以
下
参
照
(
報
告
委
員
は
、
今
村
、
栗
塚
、
寺
島
の
三
名
で
あ
る
)
。

(
叩
)
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
二
六
頁
で
は
、
こ
の
審
議
は
最
終
修
正
案
の
直
前
の
案
(
以
下
、
第
二
修
正
案
と
呼
ぶ
)

に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
原
案
が
参
照
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
(
後
註
(
お
)
参
照
)
。

論
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契約交渉の破棄とその責任 (6) 

(
日
)
審
議
は
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
(
商
事
法
務
版
)
に
し
て
一
一
一
頁
に
及
び
、
一
頁
か
二
頁
足
ら
ず
の
審
議
が
続
く

な
か
で
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
と
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記

二
(
自
第
三
十
五
回
至
第
四
十
一
回
)
』
(
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
九
』
(
昭
和
六
二
年
)
収
録
)
を
通
じ
て
も
(
一
一
二
四
I
六
O
O条
)
、
一

O
頁
以
上
の
審
議
が
続
く
の
は
、
三
二
九
条
の
他
、
四
一

O
、
四
人
八
、
五

O
五
の
各
条
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。

(
ロ
)
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
三
五
|
三
八
頁
。
「
拘
束
力
」
に
つ
い
て
は
、
今
村
、
南
部
の
雨
委
員
が
こ
れ
に
反
対
し

(
同
・
三
五
|
一
二
六
頁
)
、
栗
塚
委
員
も
一
旦
は
難
色
を
示
す
(
同
・
三
六
頁
。
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
も
「
拘
束
力
」
を
否
定
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

同
・
三
七
頁
)
。
が
、
審
議
の
最
後
に
は
、
「
拘
束
力
」
を
認
め
る
旧
商
法
草
案
三
四
二
条
(
ニ
参
照
)
と
の
関
係
か
ら
、
栗
塚
、
鶴
田
両
委
員

は
そ
れ
に
好
意
的
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
(
同
・
三
七
頁
)
。
他
方
、
「
承
諾
の
撤
回
」
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
撤
回
の
通
知
(
申
込
の
拒
絶
)

が
承
諾
に
先
立
ち
申
込
人
に
届
い
た
場
合
、
承
諾
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
ぬ
申
込
人
は
そ
れ
を
前
提
に
第
三
者
と
の
取
引
に
入
る
か
も
し
れ
ず
、

か
か
る
場
合
に
は
撤
回
を
有
効
と
し
て
「
契
約
の
成
立
」
を
否
定
し
、
申
込
人
の
保
護
を
図
る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
(
同

・三一一
l
三
四
頁
。
撤
回
に
否
定
的
な
南
部
委
員
が
原
則
論
に
終
始
す
る
の
に
対
し
、
そ
れ
を
推
進
し
た
松
岡
委
員
は
|
|
「
一
片
ノ
理
論
ニ
依

テ
ハ
合
ハ
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
ル
」
(
同
・
二
八
頁
)
と
の
発
言
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
に
|
|
実
践
的
な
発
想
に
立
ち
、
承
諾
の
発
信
に
よ
り
契
約
は
成

立
す
る
と
の
原
則
は
維
持
し
つ
つ
も
、
右
の
例
を
挙
げ
、
例
外
則
を
認
む
べ
し
、
と
主
張
す
る
)
。
が
、
現
行
民
法
五
二
六
条
の
審
議
で
は
、
か

か
る
意
味
で
の
申
込
人
の
利
益
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
(
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
二
二
』
(
昭
和
六
三
年
)
収
録
の
『
法
典
調
査
会
民
法
主

査
曾
議
事
速
記
録
』
六
六
六
|
六
九
一
頁
、
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
二
一
』
(
昭
和
六
三
年
)
収
録
の
『
法
典
調
査
曾
民
法
線
曾
議
事
速
記
録
』

五
一
八
l
五
四
五
頁
、
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
三
』
(
昭
和
五
九
年
)
収
録
の
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
三
(
第
五
十
六
回
i
第
八

十
四
回
)
』
六
八
九
|
七
一
四
頁
参
照
。
到
達
主
義
を
支
持
す
る
富
井
も
、
承
諾
さ
れ
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
時
点
で
申
込
人
が
拘
束
さ
れ
る

の
は
酷
で
あ
る
、
と
は
主
張
す
る
が
(
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
九
五
、
六
九
七
頁
)
、
「
承
諾
の
撤
回
」
が
届
い
た
後
の
申
込
人
側
の

対
応
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
発
信
主
義
を
擁
護
す
る
梅
は
、
撤
回
を
認
め
な
い
方
が
申
込
入
に
有
利
で
、
そ
れ
を
認
め
る
と
申
込
受
取
人

に
不
当
な
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
(
随
所
に
見
ら
れ
る
発
想
だ
が
、
撤
回
を
認
め
た
場
合
の
申
込
人
側
の
利
益
と
比
較
衡

量
し
て
い
る
箇
所
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
七

O
六
頁
)
。
こ
の
点
を
含
め
、
本
条
の
起
草
過
程
に
つ
き
詳
し
く
は

星
野
英
一
「
編
纂
過
程
か
ら
み
た
民
法
拾
遺
(
二
・
完
)
」
(
法
協
八
二
巻
五
号
四
六
頁
、
昭
和
四
一
年
)
参
照
)
。

(
日
)
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
二
六
頁
(
こ
れ
が
編
纂
局
案
か
ら
原
案
に
改
正
さ
れ
た
原
因
と
推
測
さ
れ
る
)
。
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(
U
)
前
掲
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
二
一
』
収
録
の
『
民
法
編
纂
ニ
閥
ス
ル
意
見
書
』
一
二
四
八
頁
以
下
参
照
。

(
日
)
本
『
問
答
録
』
の
存
在
は
、
瀬
川
信
久
先
生
の
ご
教
示
に
拠
る
(
所
在
に
つ
い
て
は
、
吉
田
邦
彦
「
債
権
の
各
種
|
『
帰
責
事
由
』
論
の
再

検
討
」
(
『
民
法
講
座
別
巻
2
』
(
平
成
二
年
)
一
頁
以
下
所
収
)
一

O
頁
参
照
)
。

(
日
)
『
民
法
草
案
修
正
問
答
録
』
(
森
順
正
纂
誇
)
〔
第
二
部
人
権
〕
五
九
頁
。
な
お
、
『
問
答
録
』
の
作
成
時
期
は
不
明
だ
が
、
一
回
目
の
審
議

で
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
に
質
問
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
事
項
と
『
問
答
録
』
の
質
問
事
項
は
符
合
し
て
い
る
。

(
げ
)
前
掲
『
問
答
録
』
〔
第
二
部
〕
六
七
頁
。
申
込
自
体
に
よ
っ
て
拘
束
が
発
生
す
る
こ
と
は
な
く
、
申
込
そ
の
も
の
又
は
申
込
ま
れ
た
契
約
が

承
諾
さ
れ
る
こ
と
で
申
込
者
は
拘
束
さ
れ
る
、
と
も
説
明
す
る
。

(
日
)
第
一
修
正
案
は
現
存
し
な
い
が
、
前
後
の
審
議
の
流
れ
か
ら
推
し
て
、
原
案
を
暫
定
的
に
修
正
す
る
案
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
推
測
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
諸
草
案
対
照
表
参
照
。

(
四
)
前
掲
『
問
答
録
』
〔
第
二
部
〕
五
頁
。
同
じ
回
答
は
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一

O
』
(
昭
和
六
三
年
)
収
録
の
『
民
法
編
纂
ニ
開
ス
ル
諸

意
見
並
雑
書
』
一
九
四
頁
(
民
法
草
案
質
問
答
緋
)
に
も
あ
り
、
甲
ε
2
の
立
場
と
も
符
合
す
る
(
前
節
の
註
(
日
)
参
照
)
。
前
掲
『
民
法
排
疑
』

一
二
七
二
一
人
も
向
様
。

(
却
)
前
掲
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
九
』
収
録
の
『
法
律
取
調
委
員
曾
民
法
草
案
財
産
編
取
得
編
議
事
筆
記
(
自
第
四
十
九
回
至
第
七
十
一
回
)
』

三
四
頁
以
下
参
照
。

(
幻
)
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
取
得
編
議
事
筆
記
』
三
五
頁
以
下
。

(
詑
)
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
取
得
編
議
事
筆
記
』
一
一
一
五
、
三
八
|
三
九
頁
。

(
お
)
こ
の
『
比
較
表
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
民
法
編
纂
ニ
開
ス
ル
意
見
書
』
二
四
七
頁
以
下
参
照
(
ほ
ぽ
同
じ
比
較
表
が
『
日
本
近
代
立
法
資

料
叢
書
一
九
』
(
昭
和
六
O
年
)
収
録
の
『
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
ニ
閥
ス
ル
書
類
』
九
頁
以
下
や
同
書
収
録
の
『
奮
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
ニ

開
ス
ル
書
類
』
四
頁
以
下
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
)

0

(
担
)
前
掲
『
商
法
民
法
関
係
諸
傑
比
較
表
』
二
五
二
頁
参
照
(
同
・
『
比
較
表
』
で
は
一
項
と
二
項
が
融
合
し
た
形
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の

二
つ
の
『
比
較
表
』
で
は
両
項
は
分
離
さ
れ
て
い
る
)
。
第
二
修
正
案
の
詳
細
は
、
諸
草
案
対
照
表
参
照
。

(
お
)
前
掲
『
商
法
民
法
関
係
諸
傑
比
較
表
』
二
五
二
二
五
三
頁
。

(
お
)
改
正
案
は
前
掲
『
民
法
編
纂
ニ
開
ス
ル
諸
意
見
並
雑
書
』
一

説論
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一
二
頁
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
諸
草
案
対
照
表
参
照
(
改
正
案
が
最
終



契約交渉の破棄とその責任 (6) 

修
正
案
と
比
較
し
、
よ
り
再
調
査
案
に
近
い
こ
と
は
、
「
隔
地
者
」
概
念
が
登
場
す
る
こ
と
や
末
項
の
文
言
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
)
。

(
幻
)
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
一
』
(
昭
和
六
三
年
)
収
録
の
『
法
律
取
調
委
員
曾
民
法
草
案
財
産
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
(
自
第
一
回
至
第

十
三
回
)
』
一
六
七
一
六
九
頁
に
よ
る
。
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
五
』
(
昭
和
六
三
年
)
収
録
の
『
法
律
取
調
委
員
曾
民
法
草
案
再
調
査

案
議
事
筆
記
』
五
二
五
三
頁
も
同
じ
審
議
の
記
録
と
推
測
さ
れ
る
が
(
前
掲
『
法
務
図
書
館
所
蔵

i
l
貴
重
書
目
録
』
一
一
一
八
l
三
九
頁
参
照
)
、

こ
ち
ら
は
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
お
)
再
調
査
案
三
二
九
条
と
旧
民
法
三

O
八
条
の
詳
細
は
、
諸
草
案
対
照
表
参
照
。

(
却
)
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
一
六
人
頁
。

(
叩
)
二
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
旧
商
法
草
案
三
四
二
条
は
変
更
を
被
る
こ
と
な
く
、
旧
商
法
典
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

(
泊
)
磯
部
・
前
掲
書
二
二

O
一
頁
や
江
木
・
前
掲
書
三
八
|
三
九
頁
が
「
申
込
受
取
人
に
損
害
を
被
ら
せ
ぬ
た
め
」
と
説
明
す
る
程
度
で
あ
る
。

(
回
)
そ
の
他
、
草
案
六
六
三
条
と
の
調
整
と
い
う
理
由
も
あ
る

(
(
5
)
参
照
)
。
と
こ
ろ
で
、
「
申
込
の
拘
束
力
」
が
認
め
ら
れ
る
一
方
、
改
正
案

以
降
、
予
約
に
関
す
る
条
項
(
第
二
修
正
案
・
最
終
修
正
案
の
四
、
五
項
)
は
三
二
九
条
か
ら
削
除
さ
れ
た
が
、
六
六
三
条
に
復
す
る
こ
と
も

な
か
っ
た
(
六
六
三
条
に
関
す
る
二
回
目
の
審
議
(
明
治
二
一
年
一
一
月
一
一
一
日
)
の
議
事
録
た
る
前
掲
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
一
』

収
録
の
『
法
律
取
調
委
員
曾
民
法
草
案
財
産
取
得
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
(
自
第
十
四
回
至
第
二
十
五
回
)
』
二
七
頁
以
下
、
旧
民
法
財
産
取
得

編
二
六
条
参
照
)
。
四
項
は
元
々
六
六
三
条
と
は
別
建
て
の
規
定
で
あ
り
、
ま
た
五
項
は
草
案
四
二
三
、
四
三
五
条
(
旧
民
法
財
産
編
四

O
三、

四
一
五
条
に
相
当
)
に
定
め
ら
れ
る
一
般
原
則
の
応
用
に
過
ぎ
ぬ
ゆ
え
(
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
一
貫
し
た
理
解
で
あ
り

(
P
ε
F
F
田
昌
∞
∞
・
匂
・

5ω
一

Eg--F
国

5
5
-
m
p・
5
2・
u
・
5
叶
)
、
旧
民
法
制
定
後
も
変
わ
ら
な
い

(P島
市
門
戸
〈
】
二
三
同
目
立
Z
E
U
U
Oロ-出向
B
E
H】出向ロ
b
q
E

auo怠
号
回
目

2
5・丹
E
E
E
S
丘
町
回
門
戸
市
口
市
(
以
下
、
何
回
宮
怠
と
引
用
)
・
円
・
固
・

5
2・
司
・
ぉ
・
本
資
料
の
意
義
は
、
小
林
・
前
掲
論
文
八
九
九

O
頁
、
池
田
・
前
掲
「
民
法
四
六
七
条
に
お
け
る
ボ
ア
ソ
ナ
!
ド
の
復
権
」
一

O
七
四
|
一

O
八
O
頁
参
照
)
)
、
不
要
と
考
え
ら
れ
た
の
か
も

し
れ
な
い
(
現
行
民
法
五
五
六
条
に
関
す
る
審
議
で
の
梅
の
推
測
。
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
三
』
八
七
九
頁
参
照
)
。
右
草
案
六
六
三
条
に
関

す
る
一
回
目
の
審
議
(

(

5

)

参
照
)
の
後
、
今
村
委
員
か
ら
予
約
の
規
定
を
削
除
す
べ
し
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
が
(
前
掲
『
民
法
編
纂
ニ
閥

ス
ル
諸
意
見
並
雑
書
』
一
二
六
頁
)
、
ボ
ア
ソ
ナ
1
ド
は
こ
れ
に
反
発
(
前
掲
『
民
法
草
案
修
正
問
答
録
』
〔
民
法
財
産
取
得
編
〕
二
二
二
四
頁
。

そ
の
趣
旨
は
前
掲
『
民
法
排
疑
』
二
二
五
二
四

O
頁
と
同
こ
、
二
回
目
の
審
議
で
は
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
意
見
に
従
い
(
前
掲
『
民
法
草
案
財

産
取
得
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
二
七
頁
以
下
)
、
予
約
の
規
定
は
温
存
さ
れ
る
(
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
六
|
二
八
条
)
。
こ
の
点
に
つ
き
、

北法42(6・87)1499 



説

ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
は
|
草
案
六
六
三
条
二
項
が
削
除
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
|
|
「
草
案
ノ
趣
旨
ヲ
繁
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
:
:
:
」
と
感
謝
の
意

を
表
し
て
い
る
(
前
掲
『
民
法
緋
疑
』
二
三
六
頁
)
。
こ
れ
は
梅
の
推
測
を
裏
づ
け
る
も
の
と
言
え
る
。

な
お
、
「
・
申
込
の
拘
束
力
」
を
最
後
ま
で
認
め
な
か
っ
た
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
(
三
参
照
)
と
は
異
な
り
、
そ
れ
を
是
認
し
た
法
律
取
調
委
員
舎
の

委
員
た
ち
(

(

8

)

参
照
)
は
、
六
六
三
条
に
関
す
る
こ
回
目
の
審
議
の
中
で
「
(
拘
束
力
あ
る
)
申
込
」
と
予
約
と
の
区
別
に
苦
慮
す
る
こ
と

に
な
る
(
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
取
得
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
二
七
頁
以
下
)
。
こ
れ
は
彼
ら
が
機
能
的
観
点
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
な
『
O
B
g
お

E
H
E
P
E
Z
が
「
申
込
を
維
持
す
る
契
約
」
と
把
握
さ
れ
う
る
点
を
思
え
ば
(
第
三
部
第
二
編
)
、
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
)
。

ま
た
対
話
者
間
で
の
申
込
で
は
、
受
取
人
が
「
そ
の
旨
承
知
し
た
」
と
答
え
る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
よ
り
「
申
込
を
撤
回
し
な
い
」

旨
の
契
約
(
一
方
の
予
約
)
が
成
立
し
た
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
た
め
、
「
対
話
者
聞
は
予
約
で
、
隔
地
者
聞
が
申
込
で
あ
る
」
と
の
奇

妙
な
議
論
に
も
行
き
着
い
て
い
る
(
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
取
得
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
一
一
一
一
一
|
一
二
三
頁
)
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
実
態
に
も
目

を
向
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
横
山
美
夏
「
不
動
産
売
買
契
約
の
『
成
立
』
と
所
有
権
の
移
転
|
|
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
売
買
の
双
務
予
約
を

手
が
か
り
と
し
て
|
|
(
一
、
二
)
(
完
)
」
(
早
稲
田
法
学
六
五
巻
二
号
一
頁
、
三
号
八
五
頁
、
平
成
二
年
)
は
、
現
行
民
法
五
五
六
条
の
沿
革

を
検
討
す
る
さ
い
、
法
律
取
調
委
員
曾
で
の
審
議
に
も
ふ
れ
、
委
員
た
ち
の
無
理
解
を
論
難
す
る
が
(
三
号
二
七
三
!
こ
七
五
頁
)
、
六
六
三
条

二
項
が
三
二
九
条
五
項
と
さ
れ
た
経
緯
も
含
め

(
(
4
)
(
5
)
参
照
)
、
以
上
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
背
景
に
は
相
応
の
理
由
が
あ
り
、

右
の
評
価
は
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
お
)
こ
こ
で
前
註
(
叩
)
で
し
た
推
測
に
つ
い
て
論
じ
て
お
く
。
ま
ず
前
掲
『
民
法
草
案
第
二
編
』
に
照
ら
し
、
原
案
が
最
終
修
正
案
に
改
正
さ

れ
た
こ
と
、
ま
た
内
容
か
ら
見
て
、
再
調
査
案
の
直
前
の
案
が
改
正
案
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次
に
第
二
修
正
案
と
最
終
修
正
案
の
文

一
一
一
一
日
を
比
べ
る
と
、
最
終
修
正
案
の
方
が
原
案
に
近
い
と
恩
わ
せ
る
面
も
あ
る
が
(
一
項
の
末
尾
が
原
案
や
最
終
修
正
案
で
は
「
受
諾
セ
ラ
ル
ル

コ
ト
ヲ
得
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
第
二
修
正
案
で
は
「
受
諾
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
さ
れ
て
い
る
。
死
亡
・
無
能
力
に
関
す
る
条
項
が
、
原
案
や

最
終
修
正
案
で
は
「
提
供
即
チ
一
言
込
ヲ
:
:
:
有
効
ナ
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
二
修
正
案
で
は
「
提
供
ヲ
・
:
・
:
有
数
ナ
リ
」
と

さ
れ
て
い
る
)
、
改
正
案
と
比
較
す
る
な
ら
、
第
二
修
正
案
の
方
が
古
い
よ
う
に
も
見
え
る
(
「
承
諾
の
撤
回
」
に
つ
き
、
第
二
修
正
案
が
「
・

・
言
消
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
最
終
修
正
案
と
改
正
案
は
「
:
:
:
一
言
消
サ
ル
ル
事
(
コ
ト
)
ヲ
得
」
と
し
て
い
る
。
ま
た

改
正
案
は
死
亡
・
無
能
力
の
条
項
の
冒
頭
を
「
提
供
即
チ
言
込
ヲ
:
:
:
」
と
規
定
す
る
)
。
従
っ
て
、
文
言
の
面
で
は
決
し
難
い
が
、
草
案
六

六
三
条
に
関
す
る
一
回
目
の
審
議
で
、
同
条
二
項
を
三
二
九
条
五
項
と
す
る
場
合
に
は
文
言
や
内
容
の
修
正
を
要
す
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た

論

北法42(6・88)1500
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こ
と
を
思
い
起
こ
し
つ
つ
(
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
取
得
編
議
事
筆
記
』
三
人
頁
)
、
比
較
す
る
な
ら
、
最
終
修
正
案
五
項
の
方
が
第
二
修
正

案
五
項
よ
り
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
原
案
↓
第
二
修
正
案
↓
最
終
修
正
案
」
と
い
う
経
緯
を
辿
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
る

に
、
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
二
六
頁
に
従
い
、
三
二
九
条
に
関
す
る
一
回
目
の
審
議
で
第
二
修
正
案
が
参
照
さ
れ

た
と
す
る
と
、
以
下
の
疑
問
が
噴
出
し
、
他
方
、
原
案
に
対
す
る
審
議
と
解
す
る
な
ら
、
そ
れ
ら
は
氷
解
す
る
の
で
あ
る
(
な
お
、
第
二
修
正

案
と
最
終
修
正
案
と
の
順
序
が
逆
で
あ
っ
て
も
、
最
終
修
正
案
で
は
な
く
、
原
案
に
対
す
る
審
議
と
解
さ
ね
ば
な
る
ま
い
)
。

一
資
料
相
互
聞
の
関
係
か
ら
す
る
疑
問
|
|
記
録
の
聞
の
三
つ
の
組
踊

①
前
掲
『
民
法
草
案
第
二
編
』
で
改
正
さ
れ
て
い
る
規
定
と
し
て
は
、
三
二
九
条
の
他
、
五
七
一
、
七
六
一
、
七
六
二
、
三
八
九
、
四
六
二
の

各
条
が
あ
る
(
前
掲
『
民
法
草
案
第
二
編
』
一
一
、
三
四
、
五
六
、
六
七
頁
)
。
し
か
し
、
三
二
九
条
を
除
き
、
右
の
諸
規
定
に
関
す
る
一
回

目
の
審
議
は
、
い
ず
れ
も
改
正
以
前
の
原
案
に
基
づ
い
て
い
る
(
前
掲
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
八
』
収
録
の
『
法
律
取
調
委
員
曾
民
法

草
案
第
二
編
物
権
ノ
都
議
事
筆
記
(
自
第
一
回
至
第
十
回
)
』
二
五
|
二
八
頁
、
同
書
収
録
の
『
法
律
取
調
委
員
曾
民
法
草
案
財
産
編
物

権
ノ
部
議
事
筆
記
(
自
第
十
七
回
至
第
二
十
二
回
)
』
六
O
i
六
二
頁
、
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
二
ハ
六
|
一
ム
ハ

九
、
三

O
五
|
三

O
六
頁
)
。
よ
っ
て
、
三
二
九
条
に
つ
い
て
だ
け
、
第
二
修
正
案
が
参
照
さ
れ
て
い
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。

②
六
六
三
条
二
項
を
三
二
九
条
五
項
と
す
る
こ
と
が
報
告
委
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
の
は
、
六
六
三
条
に
関
す
る
一
回
目
の
審
議
(
四
月
二
四
日
)

に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
の
適
否
は
争
わ
れ
て
い
る
(

(

5

)

参
照
)
。
が
、
第
二
修
正
案
三
二
九
条
五
項
に
は
六
六
三
条
二
項
と
同
旨
の
条
項

が
既
に
含
ま
れ
て
お
り
、
三
二
九
条
に
関
す
る
一
回
目
の
審
議
(
二
月
一
三
日
)
で
第
二
修
正
案
が
土
台
と
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、
右
五
項

に
つ
き
、
提
案
も
説
明
も
論
議
も
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
、
ま
た
後
の
六
六
三
条
の
審
議
で
提
案
・
論
議
が
さ
れ
た
理
由
が
説
明
で
き
な
い
。

③
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
の
他
、
『
法
律
取
調
委
員
曾
民
法
草
案
議
事
筆
記
(
自
第
三
百
十
四
条
至
第
一
千
二
百
七

十
五
条
)
』
(
前
掲
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
五
』
収
録
)
も
一
回
目
の
審
議
の
記
録
と
推
測
さ
れ
(
前
掲
『
法
務
図
書
館
所
蔵
|
|
貴

重
書
目
録
』
三
八
|
三
九
頁
で
、
手
塚
博
士
は
か
よ
う
に
解
し
た
う
え
、
そ
の
簡
略
さ
か
ら
見
て
、
出
席
者
の
メ
モ
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
)
、

ま
た
三
二
九
条
に
関
す
る
限
り
、
そ
れ
は
間
違
い
な
い
(
明
治
一
一
一
年
一
月
二
五
日
の
審
議
で
草
案
七
三
九
条
二
項
に
つ
き
疑
問
が
生
じ
た

た
め
、
そ
の
点
は
後
日
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
に
質
問
す
る
こ
と
と
さ
れ
(
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
二
三
頁
以
下
)
、
三

二
九
条
に
関
す
る
審
議
の
な
か
で
今
村
委
員
が
ボ
ア
ソ
ナ

I
ド
の
回
答
を
報
告
す
る
(
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』

三
七
頁
)
。
と
こ
ろ
が
、
前
掲
『
民
法
草
案
議
事
筆
記
』
七
頁
に
も
同
じ
記
録
が
見
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
事
柄
の
性
格
上
、
二
回
も
な
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説言命

さ
れ
る
は
ず
の
な
い
報
告
が
ど
ち
ら
の
資
料
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
の
二
つ
は
同
一
の
審
議
の
記
録
と
解
さ
ね
ば
な
る
ま
い
)
。
し

か
る
に
、
前
掲
『
民
法
草
案
議
事
筆
記
』
六
頁
に
よ
る
と
、
一
回
目
の
審
議
で
参
照
さ
れ
た
案
は
原
案
で
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
か
よ

う
な
甑
舗
が
あ
る
場
合
、
一
般
に
は
「
出
席
者
の
メ
モ
」
と
推
測
さ
れ
る
資
料
の
方
が
信
湿
性
は
低
か
ろ
う
が
、
①
②
を
勘
案
す
る
と
き
、

こ
の
場
合
は
逆
の
よ
う
に
思
え
る
。

二
審
檎
内
容
と
の
噛
み
合
わ
せ
か
ら
す
る
疑
問
|
|
続
出
す
る
不
審
な
発
言

一
回
目
の
審
議
で
第
二
修
正
案
が
参
照
さ
れ
た
と
解
す
る
と
、
次
の
発
言
は
不
自
然
で
理
解
で
き
な
い
が
、
原
案
に
対
す
る
審
議
と
解
せ
ば
、

す
べ
て
納
得
で
き
る
(
以
下
、
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
に
よ
る
)
。

④
審
議
の
中
心
論
点
は
「
承
諾
の
撤
回
」
の
可
否
で
あ
っ
た
(
原
案
は
そ
れ
を
否
定
し
、
旧
商
法
草
案
は
肯
定
し
た
)
。
栗
塚
委
員
は
冒
頭
で
「
今

日
之
ヲ
可
ト
ス
レ
パ
商
法
ノ
方
ヲ
改
ヘ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ン
」
と
述
べ
て
い
る
(
二
六
頁
)
。
し
か
る
に
、
こ
の
点
に
関
し
、
第
二
修
正
案
二
項

は
既
に
旧
商
法
草
案
に
倣
っ
て
お
り
、
第
二
修
正
案
に
対
す
る
審
議
で
あ
る
と
す
る
と
、
右
の
発
一
吉
は
理
解
で
き
ず
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
激

論
が
戦
わ
さ
れ
た
理
由
も
分
か
ら
な
く
な
る
。

⑤
栗
塚
委
員
は
審
議
の
対
象
と
さ
れ
た
案
が
編
纂
局
案
八
二
九
条
と
実
質
的
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
力
説
す
る
(
二
九
頁
)
。
が
、
「
承
諾
の
撤
回
」

を
含
め
、
編
纂
局
案
と
第
二
修
正
案
と
で
は
か
な
り
変
わ
っ
て
お
り
、
と
て
も
右
の
よ
う
に
は
言
え
な
い
。

⑤
篠
田
委
員
は
編
纂
局
案
と
対
比
し
つ
つ
、
「
提
供
聞
チ
一
言
込
ヲ
矯
シ
タ
者
ハ
云
々
ト
云
フ
ノ
ハ
ナ
カ
ツ
タ
ノ
デ
ス
カ
」
と
確
認
を
求
め
、
栗
塚

委
員
も
そ
れ
を
認
め
る
(
二
九
頁
)
。
し
か
し
、
第
二
修
正
案
に
「
提
供
即
チ
言
込
ヲ
潟
、
ン
タ
者
」
と
い
う
一
節
は
な
く
、
そ
れ
が
あ
る
の
は

原
案
(
二
項
)
で
あ
る
。

⑦
松
岡
委
員
は
「
『
セ
ラ
ル
ル
』
ハ
『
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
』
デ
宜
シ
イ
ダ
ロ
ウ
」
と
提
案
す
る
が
(
一
二

O
頁
)
、
第
二
修
正
案
に
「
セ
ラ
ル
ル
」
と

い
う
文
言
は
な
く
、
そ
れ
が
あ
る
の
は
原
案
(
一
項
)
で
あ
る
。

③
審
議
を
打
ち
切
る
べ
く
、
山
田
委
員
長
は
「
三
項
四
項
ハ
論
ハ
ア
ル
マ
イ
」
と
発
言
す
る
(
三
七
頁
)
。
が
、
第
二
修
正
案
に
は
七
項
ま
で
あ

り
、
こ
れ
で
は
審
議
を
打
ち
切
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
四
項
ま
で
し
か
な
い
の
は
原
案
な
の
で
あ
る
(
第
一
修
正
案
も
五
項
ま
で
あ
る
こ

と
は
確
か
だ
か
ら
(

(

5

)

参
照
)
、
こ
こ
で
参
照
さ
れ
た
の
は
第
一
修
正
案
以
前
の
案
の
は
ず
で
あ
る
)
。

三
改
正
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
の
原
因
|
不
明
瞭
な
改
正
の
理
由

①
一
回
目
の
審
議
が
原
案
に
対
す
る
そ
れ
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
後
の
改
正
は
旧
商
法
草
案
や
予
約
の
規
定
と
の
調
整
過
程
と
し
て
理
解
で
き
る
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契約交渉の破棄とその責任 (6) 

が
、
第
二
修
正
案
に
対
す
る
審
議
だ
と
す
る
と
、
原
案
か
ら
第
二
修
正
案
に
改
正
さ
れ
た
理
由
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
カ

l
ク
ウ
ド
の
助
言

に
因
る
も
の
と
解
し
て
も
、
「
承
諾
の
撤
回
」
に
対
す
る
態
度
は
不
可
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
案
と
異
な
り
、
第
二
修
正
案
は
そ
れ
を
認

め
る
が
、
報
告
委
員
の
う
ち
、
今
村
は
そ
れ
に
反
対
し
、
寺
島
も
慎
重
で
あ
る
。
栗
塚
も
最
終
的
に
は
そ
れ
に
賛
成
す
る
が
、
最
初
か
ら
積

極
的
に
同
調
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
(
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
二
六
|
三
六
頁
)
。
か
か
る
報
告
委

員
の
問
で
、
右
の
よ
う
な
改
正
が
自
主
的
に
な
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
第
二
修
正
案
が
提
案
さ
れ
た
と
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
二
六
頁
が
、
一
回
目
の
審
議
の
参
照
条
文
と
し
て
第
二
修

正
案
を
掲
げ
る
点
に
は
重
大
な
疑
義
が
あ
り
、
原
案
が
参
照
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
原
資
料
が
失
わ
れ
た
今

日
で
は
、
こ
れ
は
千
載
不
決
の
疑
い
と
言
う
よ
り
な
い
(
第
一
修
正
案
以
前
の
案
は
原
案
に
限
ら
れ
な
い
が
、
前
掲
『
民
法
草
案
議
事
筆
記
』

七
頁
か
ら
見
て
、
原
案
に
拠
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
で
な
く
て
も
、
委
員
た
ち
の
発
言
か
ら
推
す
限
り
、
原
案
に
近
い
案
が
参
照
さ

れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
推
し
量
る
な
ら
、
(

1

)

「
承
諾
の
撤
回
」
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
(
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議

事
筆
記
一
』
二
六
頁
以
下
)
、
今
日
)
寸
申
込
の
撤
回
」
に
つ
き
、
編
纂
局
案
三
項
の
立
場
は
放
棄
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
(
同
・
二
六
|
二
七
頁
)
、

(一山
)

(

U

)

を
除
き
、
編
纂
局
案
と
類
似
し
て
い
る
(
同
・
二
九
頁
。
た
だ
し
、
編
纂
局
案
と
原
案
と
を
比
べ
る
な
ら
、
原
案
四
項
は
新
設
さ
れ

た
も
の
ゆ
え
、
こ
こ
で
の
発
言
と
噛
み
合
う
が
、
死
亡
・
無
能
力
に
関
す
る
条
項
の
変
更
は
発
言
と
食
い
違
う
こ
と
に
な
る
)
。
(

W

)

四
項
建

て
で
、
三
な
い
し
四
項
は
「
期
限
付
の
申
込
は
期
間
の
経
過
に
よ
り
失
効
す
る
」
と
の
規
定
で
あ
る
(
同
・
三
七
頁
)
)
。
な
お
、
参
照
さ
れ
た

案
を
原
案
と
考
え
、
そ
れ
と
(

W

)

と
を
照
合
す
る
な
ら
、
原
案
三
項
は
旧
民
法
三

O
八
条
三
項
と
同
旨
の
規
定
で
、
「
申
込
の
拘
束
力
」
と
は

無
関
係
で
あ
る
こ
と
に
な
る
(
前
註
(
8
)
参
照
)
。
一
回
目
の
審
議
で
は
、
「
拘
束
力
」
は
否
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(
(
3
)
l
(
4
)
参
照
)
。

(
泊
)
旧
民
法
財
産
編
三

O
七
条
は
次
の
と
お
り
。

①
承
諾
ハ
書
面
、
口
頭
又
ハ
容
態
ヲ
以
テ
之
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
但
此
末
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
他
ニ
同
意
ヲ
表
ス
ル
ノ
手
段
ナ
キ
コ
ト
且
承
諾
ス

ル
意
思
ノ
確
-
託
ア
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

②
又
承
諾
ハ
事
情
ニ
因
リ
テ
黙
示
ヨ
リ
成
ル
コ
ト
ヲ
得

(
お
)
旧
民
法
三

O
七
条
(
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
(
第
一
一
)
草
案
三
二
八
条
)
に
関
す
る
審
議
は
、
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』

二
四
二
五
頁
、
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
一
六
七
頁
を
、
学
説
の
理
解
は
、
富
井
・
前
掲
書
一

O
二
頁
以
下
、
磯
部

・
前
掲
書
二
一
九
四
頁
以
下
、
前
掲
『
民
法
疏
義
』
九
九
五
頁
以
下
、
井
上
・
前
掲
書
八
六
頁
以
下
、
江
木
・
前
掲
書
-
七
頁
以
下
を
参
照
。
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説

(
お
)
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
一
一
一
四
頁
の
松
岡
委
員
の
発
一
言
や
同
・
三
六
頁
(
下
段
)
の
栗
塚
委
員
の
発
一
言
は
、
こ
の

点
を
衝
く
も
の
と
解
さ
れ
る
。

(
幻
)
富
井
・
前
掲
書
九
二
頁
以
下
、
磯
部
・
前
掲
書
一
三

O
O
頁
、
前
掲
『
民
法
疏
義
』
一

0
0
0頁
、
井
上
・
前
掲
書
九

O
頁
参
照
。

(
お
)
草
案
の
註
釈
と
し
て
、
河

o
g
g
F
何
尽
き
同
三

2
5凹
国
包
門
主
的
ー
の
2
2
N
E円
宮
田
町
E

こ
告
白
ロ
ヨ
広
わ
O呂田
g
g『
・
∞
向
日
・
戸
戸
田
同
∞
一
∞
九
日
が
あ
り
、
そ

の
翻
訳
と
し
て
『
ロ
エ
ス
レ
ル
氏
起
稿
溺
法
草
案
(
上
巻
・
下
巻
)
』
(
司
法
省
、
出
版
年
不
明
)
及
び
『
ロ
エ
ス
レ
ル
氏
起
稿
商
法
草
案
(
第

一
ー
ー
第
四
)
』
(
前
者
の
異
版
か
)
が
あ
る
(
前
掲
『
法
務
図
書
館
所
蔵
|
|
貴
重
書
目
録
』
四
五
頁
)
。
ま
た
レ

l
ス
ラ
l

(
ロ
エ
ス
レ
ル
)
に

つ
い
て
は
、
能
見
善
久
「
違
約
金
・
損
害
賠
償
額
の
予
定
と
そ
の
規
制
(
一
)
」
(
法
協
一

O
二
巻
二
号
一
頁
、
昭
和
六

O
年
)
四

O
頁
参
照
。

(
却
)
大
隅
健
一
郎
『
商
法
総
則
』
(
昭
和
三
二
年
)
一
九
頁
、
服
部
栄
三
『
商
法
総
則
(
第
二
版
)
』
(
昭
和
五
二
年
)
一

O
五
頁
参
照
(
旧
商
法
典

は
旧
商
法
草
案
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぎ
、
他
方
、
当
時
の
ド
イ
ツ
法
と
は
ド
イ
ツ
旧
商
法
典

(
U
g
〉
-
K
2
2
5
0
2丹凹円
Z
E
E己
目
常
日
告

l

u
z
n
F
H
∞
合
同
)
の
こ
と
だ
か
ら
、
か
か
る
評
価
が
可
能
で
あ
る
。

(
却
)
周
。

g
z
p
白-
P
・
O
・
-
E目
戸
∞
品
。
・
(
〉
宮
門
町
工
巾
回
目
ロ
ロ
岡
島
々
〈
巾
『
丹
品
開
巾
一
読

ωω
叶

l
Z∞
・
)
、
っ
ち
三
三
七
|
三
四
四
条
が
申
込
と
承
諾
に
関
す
る

規
定
で
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
旧
商
法
典
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
(
二
九
二
二
九
九
条
)
。

(
叫
)
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
の
概
要
は
、
『
現
代
外
図
法
典
叢
書
(
一
九

)
l悌
蘭
西
商
法

[
I
]
(
復
刊
版
)
』
(
昭
和
三
二
年
)
参
照
。
な
お
、
か
か
る

事
情
か
ら
、
当
時
(
一
九
世
紀
後
半
)
の
商
法
学
説
は
、
民
法
学
説
と
同
様
に
、
「
申
込
の
撤
回
」
を
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て
処
理
し

(E『己冊目的
5
・

P
三
日
常
号
。
芹
円
。
呂
田
岡
市
吋
門
戸
田
三
-
F
め
ゆ
か

P
E
E
-
ロ。

N印C
・
3
・
ω
E
1
2
。
・
第
三
部
第
二
編
参
照
)
、
後
に
は

O
E
O
-
O
B
Z
の
予
備
的
契
約
説

に
与
す
る
見
解
も
登
場
す
る
(
ご
。
ロ
ー
の
白
巾
ロ
¥
月

g
E
-
?
↓
『
副
』
忠
弘
司
色
『
C
』円円。ョ宮市「円

E-
丹
・
国
品
。

E
・
5
。。・口。

5
・
害
-
∞
1
3
0

(
必
)
〉
ロ
図
。
∞
明
間

ωコ
ー

ωNω
・

(
E

〉
宮
門
zzmpz口
四
号
『
司
自
島
市
-
回
開
巾
∞
内
冨
同
席
率
)

(
日
)
レ

l
ス
ラ

1
草
案
三
四
二
条
(
河
定
印

-q-
白・白・

0
・
∞
品
・
戸
∞
-m)
は
、
諸
草
案
対
照
表
参
照
。

(
M
H
)

ド
イ
ツ
旧
商
法
三
一
九
条
は
、
期
限
の
な
い
申
込
に
つ
い
て
の
み
、
相
当
期
間
内
の
「
拘
束
力
」
を
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
期
限
付

の
申
込
に
当
該
期
間
内
の
『
拘
束
力
』
が
認
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
、
定
め
る
ま
で
も
な
い
」
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る

3
2門OE--巾島市『

。
。
自
昌
広
巴
ロ
ロ
N
=
『∞巾『回同
F
Z
口問

2
口市的色-岡市同国巳口問ロ品巾ロ門的円
F
2岡田田口品己回閣内的巾円
N

∞ロ円}戸市印刷・∞品戸
H
m
w

∞A
H
.

∞・印。印
I

印。斗.印、吋
N
i
印、吋
ω
二回目的回・∞
ι.

国・

5
∞
k
r
ω
Z
A
5
1
5
2
)
。
ま
た
学
説
も
同
じ
理
解
に
立
っ
て
い
る
(
田
谷
p
h
C
E
g
g仲間

N己
目

E
5
2
2言
。
2
Z与
吉
田
自
己
巾
Z
'

四
2
2
N
σ
z
n
F
∞品・戸

(N
〉
E
2
)
・
]
冨
斗
印
・
∞
-H
句
、
吋
同
戸
田
口
田
町
・
∞
回
。
∞
)
。

論
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契約交渉の破棄とその責任 (6) 

(
江
川
)
起
草
過
程
に
現
れ
た
各
案
及
ぴ
旧
商
法
二
九
七
条
は
、
諸
草
案
対
照
表
参
照
。

(
必
)
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
七
』
(
昭
和
六

O
年
)
収
録
の
『
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
第
一
議
曾
曾
議
筆
記
』
三
七
頁
、
問
書
収
録
の
『
法

律
取
調
委
員
曾
商
法
第
二
議
曾
曾
議
筆
記
』
二
八
頁
。

(
U
)
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
八
』
(
昭
和
六
O
年
)
収
録
の
『
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
草
案
議
事
速
記
』
四
二
七
頁
。

(
品
)
第
三
改
訂
案
と
は
、
前
掲
『
商
法
民
法
関
係
諸
候
比
較
表
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
と
こ
ろ
で
、
前
註
(
お
)
で
論
証
し
た
よ

う
に
、
旧
民
法
草
案
三
二
九
条
に
関
す
る
一
回
目
の
審
議
(
明
治
二
一
年
二
月
二
二
日
)
で
は
、
三
二
九
条
の
原
案
が
参
照
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
く
、
と
す
れ
ば
、
(
旧
民
法
草
案
の
)
第
二
修
正
案
を
掲
載
す
る
同
・
『
比
較
表
』
は
そ
れ
以
降
に
作
成
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、

同
時
期
に
行
わ
れ
た
こ
の
審
議
で
も
、
参
照
し
え
た
の
は
せ
い
ぜ
い
第
三
改
訂
案
ま
で
で
あ
ろ
う
。

(ω)
前
掲
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
九
』
収
録
の
『
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
再
調
査
案
議
事
速
記
録
』
七
頁
。

(
印
)
旧
民
法
草
案
三
二
九
条
に
関
す
る
二
回
目
の
審
議
(
明
治
二
一
年
一

O
月
一
日
)
で
は
、
再
調
査
案
(
前
掲
『
商
法
民
法
関
係
諸
傑
比
較
表
』

収
録
の
第
二
修
正
案
以
降
の
案
)
が
参
照
さ
れ
て
い
る
か
ら
二
参
照
)
、
直
後
に
行
わ
れ
た
こ
の
審
議
で
も
、
同
・
『
比
較
表
』
収
録
の
第
三

改
訂
案
か
、
そ
れ
以
降
の
案
が
参
照
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
(
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
二
一
』
(
昭
和
六

O
年
)
収
録
の
『
法
律
取
調
委
員
曾

商
法
草
案
』
二
七
頁
に
は
、
旧
商
法
二
九
七
条
と
同
一
の
最
終
案
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
(
商
法
の
)
一
丹
調
査
案
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
)
。

(
日
)
問
。
市
田
Z
F
阻・目・

O
J
∞門戸戸
ω

H

N

(

抑
明

ω
戸
川

Y
ω
N
H
t
ω
N
ω

・ω
N
α

・ω
N
吋
)
-
H
H
印

l
f
H
H
∞-
H
N
O
I
E
5
・H
ω

品
l
H
ω
山

Y
H
m

ニ1
回目
N
-

(
臼
)
河
D
巾
凹

-2・
白
血
'
0
・
∞
品
目
ω

品1
め

(

開

閉

ω
ω
叶

1
ω
k
F
M
W
)

・回目
H
1
H
A
W
H

(
日
)
前
掲
『
商
法
第
一
一
讃
曾
曾
議
筆
記
』
一
一
一
一
ー
ー
三
九
頁
、
前
掲
『
商
法
第
二
一
讃
曾
曾
議
筆
記
』
一
一
一
一
一
|
二
九
頁
、
前
掲
『
商
法
草
案
議
事
速
記
』

凶

O
三
l
四
三
四
頁
、
前
掲
『
商
法
再
調
査
案
議
事
速
記
録
』
一
ー
ー
八
頁
。

(
日
)
レ
l
ス
ラ
!
草
案
か
ら
第
二
讃
曾
ま
で
の
案
は
、
そ
の
九
条
で
「
土
地
ニ
就
テ
ノ
権
利
ニ
閥
ス
ル
契
約
ハ
商
ヒ
ノ
取
引
ニ
在
ラ
ス
」
と
し
(
前

掲
『
ロ
エ
ス
レ
ル
氏
起
稿
商
法
草
案
(
上
巻
)
』
四
二
四
五
頁
、
前
掲
『
商
法
第
一
讃
曾
曾
議
筆
記
』
二
五
四
頁
、
前
掲
『
商
法
第
二
讃
曾
曾

議
筆
記
』
六
頁
)
、
ド
イ
ツ
旧
商
法
二
七
五
条
を
模
倣
し
て
い
た
。
し
か
し
、
三
回
目
の
審
議
で
八
条
と
し
て
「
不
動
産
ニ
閥
ス
ル
権
利
ヲ
目
的

卜
ス
ル
契
約
ハ
商
取
引
ニ
ア
ラ
ス
但
射
利
ヲ
目
的
ト
セ
サ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、
「
不
動
産
ニ
閥
ス
ル
権
利
ヲ
目
的
ト
ス
ル
契

約
ハ
商
ヒ
取
引
ニ
ア
ラ
ス
但
射
利
ヲ
旨
趣
ト
セ
サ
ル
者
ニ
限
ル
」
と
改
正
さ
れ
た
(
前
掲
『
商
法
草
案
議
事
筆
記
』
二
五
九
二
六
一
頁
。
そ

の
原
因
は
不
明
)
。
さ
ら
に
前
掲
『
商
法
草
案
』
八
条
で
「
不
動
産
ニ
閥
ス
ル
権
利
ヲ
目
的
ト
ス
ル
契
約
ハ
商
ヒ
取
引
ニ
非
ス
但
射
利
ヲ
旨
趣
ト

北法42(6・93)1505



説

セ
サ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
」
と
再
度
修
正
さ
れ
(
一
一
一
頁
)
、
最
終
的
な
改
訂
を
経
た
う
え
、
旧
商
法
人
条
は
「
不
動
産
ニ
関
ス
ル
権
利
ヲ
目
的
ト
ス
ル

契
約
ハ
商
取
引
ト
セ
ス
但
射
利
ヲ
旨
趣
ト
ス
ル
買
得
及
ヒ
転
売
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス
」
と
し
た
。

(
日
)
前
掲
『
法
務
図
書
館
所
蔵
|
|
貴
重
書
目
録
』
四

O
頁
、
小
林
・
前
掲
論
文
八
九
頁
。

(
日
)
た
と
え
ば
大
村
敦
志
「
契
約
成
立
時
に
お
け
る
『
給
付
の
均
衡
』
(
一
)
」
(
法
協
一

O
四
巻
一
号
一
一
員
、
昭
和
六
二
年
)
五
四
五
五
頁
参
照
。

(
町
)
小
林
・
前
掲
論
文
八
九
頁
。
な
お
、
高
橋
・
前
掲
論
文
(
法
時
六
二
巻
一
一
号
)
七
七
頁
は
、

pc』
己
新
版
で
の
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
言
葉
と
し

て
「
第
二
巻
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
さ
れ
印
刷
さ
れ
た
公
定
条
文
を
も
っ
て
比
較
を
な
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
す
る
が
、
三
二
九
条
に
関
す

る
限
り
、
第
三
草
案
と
旧
民
法
(
三

O
八
条
)
と
は
明
ら
か
に
食
い
違
う
ば
か
り
か
、
前
者
の
二
項
は
前
掲
「
第
三
百
二
十
九
係
改
正
案
」
二

項
に
相
当
し
て
い
る
(
諸
草
案
対
照
表
参
照
)
。
そ
し
て
、
右
「
改
正
案
」
と
旧
民
法
が
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
認
め
る
点
で
は
同
一
で
あ
っ
て

二
参
照
)
、
特
に
前
者
に
拠
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
が
な
い
こ
と
を
も
勘
案
す
る
な
ら
、
三
二
九
条
の
よ
う
に
改
正
が
重
ね
ら
れ
た
規
定
に
つ
い

て
ま
で
、
公
定
条
文
を
入
手
し
え
た
と
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る

Q
S』
巾
?
門
戸

5
5・
E
ニ

3
・
2
∞

器

N
に
は

2σ
芯
号

g
Z
R
Eロ
2

E

望。』

2
2
R
r
g待
。

s
n
E
が
設
け
ら
れ
、
各
条
各
項
の
対
応
関
係
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
三
草
案
三
二
九
条
が
七
項
建
て
で
あ

る
の
に
対
し
、
旧
民
法
三

O
八
条
は
六
項
建
て
な
の
に
、
こ
の
点
に
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
(
匂
・
匂
斗
∞
)
。
こ
の
こ
と
は
当
時
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
が
右
規
定
に
つ
き
十
分
な
資
料
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
)
。
し
か
し
、

-
J
C
』
え
新
版
が
「
拘
束
力
」
に
対
す
る
彼
の
態
度
を

知
る
た
め
の
手
掛
か
り
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

(
日
)
第
三
草
案
三
二
九
条
及
び
旧
民
法
三

O
八
条
の
仏
訳
は
、
諸
草
案
対
照
表
参
照
。

(
印
)
句
『
£
2
・
門
戸
口
。
ロ
〈
-
b

門
?
=
。
印
ap
℃
∞
ω
・

(印

)
p
o」

2
・
け
戸
口

C
5・
E
-
口。

E-H)
∞
印
な
お
、
ボ
ア
ソ
ナ

1
ド
は
不
法
行
為
責
任
の
効
果
と
し
て
現
物
賠
償
が
あ
り
う
る
こ
と
を
既
に
知
つ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

(P£巾
F

F

戸

N
E
-
-
ロ。

N叶
N司

N∞
N
-
E
g
f
門
戸
口
。
ロ
〈
目
立
・
ロ

o
N斗
N-
匂旬・

2
寸
己
∞
・
も
っ
と
も
、
原
則
と
し
て

は
こ
れ
に
否
定
的
な
よ
う
で
あ
る
。
同
》
『

C』
何
?
寸
固

N
m
E
J
R
E
o
-
司

ω
N
N
L島
市
自
・
・
昨
・
戸
口

C
E・
E
-
目
。
巴
0

・ち

ω色
目
こ
の
点
に
つ
き
詳
し
く

は
、
大
塚
直
「
生
活
妨
害
の
差
止
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
|
|
物
権
的
妨
害
排
除
請
求
権
と
不
法
行
為
に
基
づ
く
請
求
と
の
交
錯

1
|
(三)」

(
法
協
一

O
三
巻
八
号
六

O
頁
、
昭
和
六
一
年
)
一
一
ム
ハ
|
一
一
八
頁
参
照
)
、
こ
こ
で
は
現
物
賠
償
に
は
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
。

(
臼
)
第
三
部
第
二
編
参
照
(
そ
れ
は
不
法
行
為
責
任
説
の
元
祖
で
あ
る
ポ
チ
エ
の
見
解
と
同
一
で
あ
る
。
な
お
、
「
害
す
る
な
か
れ
」
と
い
う
よ
り

高
次
の
原
則
に
対
す
る
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
立
場
は
、
池
田
・
前
掲
「
ボ
ア
ソ
ナ
1
ド
『
自
然
法
講
義
(
性
法
講
義
)
』
の
再
検
討
」
参
照
)
。

論
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契約交渉の破棄とその責任 (6) 

(
臼
)
本
条
に
つ
き
、
ボ
ア
ソ
ナ

1
ド
は
第
二
草
案
を
大
幅
に
修
正
し
た
と
自
認
し
(
旬
『
ε
2・一

-
5
5
-
E
-
-
匂・∞
ω
-
E
Z
N
)
、
そ
の
修
正
点
を
明

確
に
す
べ
く
、
註
を
設
け
る
(
宅
∞
仏
∞
叶
-
E
Z
U
1
G
)
。
し
か
し
、
二
項
に
は
ふ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
は
第
二
草
案
と
第
三
草
案
と
で
差

は
な
い
、
と
す
る
彼
の
理
解
を
暗
示
し
て
い
る
。
確
か
に
第
三
草
案
二
項
は
=
吾
氏
足
湾
宮
E
2
2
芯
可
完
丹
念
:
:
:
ョ
と
す
る
。
が
、
フ
ラ
ン
ス

の
通
説
た
る
不
法
行
為
責
任
説
の
な
か
に
は
「
申
込
者
は
申
込
を
撤
回
し
な
い
義
務
を
負
、
つ
な
が
え

g官
匁
ご
と
す
る
裁
判
例
を
、
「
真
正
な
義

務
を
認
め
る
趣
旨
で
は
な
く
、
撤
回
に
不
利
益
が
課
さ
れ
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
」
と
解
す
る
も
の
も
あ
る

(
ω
S
E門戸

zb宮町

己
主
芯
ロ

2
2
5
Z包
吉
島
市

B
E
E
S
-
E∞
N-
ロ
o
N
N
P
H
6
H
Z
ー
=
印
)
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
も
右
の
表
現
の
み
捉
え
、
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
が
「
拘

束
力
」
を
是
認
し
た
と
す
る
の
は
短
絡
的
で
危
険
な
理
解
と
言
え
よ
う
。

(臼)閉山阿古
O
印
少
門
戸

5
2・司・
ω
印
、
吋
で
は
「
承
諾
の
な
い
限
り
、
申
込
は
撤
回
し
う
る
」
と
の
説
明
は
省
か
れ
て
い
る
。
ま
た
(
旧
民
法
三

O
八
条
)

二
項
の
根
拠
は
、
第
三
草
案
三
二
九
条
二
項
の
そ
れ
と
同
じ
原
則
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
」
と
い
う
一
節
は
削
ら
れ

て
い
る
(
匂

ω
印
∞
一
)
。
従
っ
て
、
「
拘
束
力
」
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
否
か
は
、
か
な
り
不
鮮
明
に
な
る
。

(
臼
)
前
掲
『
民
法
排
疑
』
一
一
一
九
|
一
三

O
頁
。
な
お
、
『
民
法
排
疑
』
は
、
そ
の
成
り
立
ち
(
同
書
冒
頭
の
森
順
正
の
「
自
叙
」
参
照
)
か
ら
考

ぇ
、
旧
民
法
典
制
定
以
前
の
問
答
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
も
な
い
で
は
な
い
(
現
に
前
掲
『
問
答
録
』
と
酷
似
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
も
っ

と
も
、
同
一
人
の
回
答
ゆ
え
、
こ
れ
は
当
然
と
も
言
え
る
)
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
に
関
す
る
限
り
、
そ
れ
は
草
案
三
二
九
条
と
旧
民
法
三

O
八

条
と
の
比
較
に
お
い
て
な
さ
れ
た
質
問
に
対
す
る
回
答
で
あ
り
、
よ
っ
て
旧
民
法
に
対
す
る
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
態
度
を
示
す
資
料
た
り
う
る
。

(
日
)
な
お
、
前
掲
『
性
法
講
義
(
完
)
』
(
明
治
二
五
年
?
)
や
ボ
ア
ソ
ナ

I
ド
先
生
口
述
(
森
順
正
先
生
口
訳
)
『
民
法
原
理
法
律
不
遡
及
論
』

(
明
治
二
八
年
)
に
は
、
「
申
込
の
撤
回
」
や
「
申
込
の
拘
束
力
L

に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

(
伺
)
富
井
政
章
『
民
法
原
論
(
訂
正
増
補
版
)
』
(
大
正
九
年
)
六
八
頁
、
星
野
通
『
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
』
(
昭
和
一
八
年
)
一
一
一
一
、
一
四

O

一
貝
。
旧
商
法
典
も
同
じ
批
判
を
受
け
た
(
大
隅
・
前
掲
書
二

O
頁
)
。
な
お
、
現
行
民
商
法
の
起
草
の
さ
い
に
は
、
「
商
法
ノ
規
定
ニ
シ
テ
民
法

ト
重
複
ス
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
削
除
ス
」
と
さ
れ
た
(
前
掲
『
民
法
線
曾
議
事
速
記
録
』
一
一
一
、
一
八
|
一
一
一
頁
)
。

(
町
)
増
島
六
一
郎
「
法
拳
士
曾
ノ
意
見
ヲ
論
ズ
」
(
星
野
(
通
)
・
前
掲
書
三
四
九
頁
以
下
所
収
)
三
五

O
頁。

(
侃
)
松
野
貞
一
郎
「
民
法
商
法
交
渉
問
題
」
(
星
野
(
通
)
・
前
掲
書
四
九
三
頁
以
下
所
収
)
。

(
的
)
『
帝
園
議
曾
貴
族
院
議
事
速
記
録
4

(
第
三
回
議
会
明
治
二
五
年
)
』
(
昭
和
五
四
年
)
八
一
一
一
ー
ー
八
七
頁
。

(
刊
)
他
の
法
律
と
の
抵
触
が
な
い
よ
う
配
慮
し
た
こ
と
は
村
田
自
身
も
認
め
、
た
だ
審
議
が
拙
速
で
あ
っ
た
点
を
強
調
す
る
(
前
掲
『
貴
族
院
議

北法42(6・95)1507



説

事
速
記
録
4
』
八
三
|
八
四
頁
)
。
が
、
箕
作
も
指
摘
す
る
よ
う
に
(
同
・
『
速
記
録
』
一

O
一
頁
)
、
三

O
八
条
に
関
す
る
限
り
、
十
分
な
時
聞

が
取
ら
れ
、
議
論
も
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
抵
触
の
例
と
し
て
、
こ
の
規
定
が
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な
く
、
後
の
法
典
調
査
会
で
の
審
議
で
も
、

現
行
民
法
五
二
四
条
に
当
た
る
草
案
五
二
一
条
の
報
告
委
員
で
あ
る
富
井
は
、
両
法
典
の
聞
に
凱
離
は
な
い
と
の
理
解
を
示
す
(
前
掲
『
民
法

議
事
速
記
録
一
二
』
六
六
人
頁
)
。
星
野
(
通
)
・
前
掲
書
二

O
三
頁
は
現
行
民
法
典
と
現
行
商
法
典
と
の
関
係
に
つ
き
、
両
法
典
が
併
行
し
て
編

纂
さ
れ
、
起
草
委
員
も
重
な
っ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
「
両
法
典
は
完
全
に
連
絡
が
と
れ
て
、
創
価
剛
不
統
一
を
来
す
こ
と
な
く
、
旧
法
典
に
お

け
る
欠
陥
は
完
全
に
除
去
さ
れ
た
」
と
評
価
す
る
。
が
、
三

O
八
条
に
あ
っ
て
は
、
旧
民
法
典
と
旧
商
法
典
も
か
か
る
欠
陥
は
克
服
し
て
い
た
。

双
方
の
審
議
は
近
接
し
た
時
期
に
行
わ
れ
、
委
員
の
一
部
は
重
な
り
(
た
と
え
ば
松
岡
、
南
部
、
鶴
田
の
各
委
員
)
、
何
よ
り
両
法
典
の
連
携
が

意
識
的
に
図
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

(
n
)
G
・
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
(
村
上
一
博
訳
)
「
日
本
の
新
法
典

i
l
法
律
家
の
意
見
書
お
よ
び
議
会
の
反
対
論
に
対
す
る
反
駁
|
|
」
(
同
志
社
法

学
四

O
巻
三
号
六
五
頁
、
昭
和
六
三
年
)
九

O

九
一
頁
。

(η)
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
三
四
頁
。
延
期
派
急
先
鋒
村
田
保
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
・
前
掲
書
一
六
三
頁
以
下
参
照
。

吾6.a岡

第
三
節

現
行
民
法
典
の
起
草
過
程
と
学
説
の
理
解

現
行
民
法
典
の
起
草
過
程
|
|
五
一
一
一
条
一
項
及
び
五
ニ
四
条
に
則
し
て

現
行
民
法
典
は
五
一
二
条
以
下
に
「
契
約
ノ
成
立
」
に
関
す
る
規
定
を
設
け
、

五
二
一
条
一
項
と
五
二
四
条
で
は
「
申
込
の
拘
束
力
」
を

法
定
す
る
。
起
草
委
員
に
よ
れ
ば
、
「
契
約
ノ
成
立
」
は
旧
民
法
三

O
八
条
を
修
正
日
、
う
ち
右
の
二
規
定
は
同
条
二
項
に
対
応
し
て
い
じ
。

(1)
主
査
委
員
奮
と
委
員
総
奮
:
:
:
両
委
員
舎
で
は
最
初
に
各
章
各
節
の
表
題
に
つ
き
審
議
さ
れ
た
が
、
「
契
約
ノ
成
立
」
と
い

う
表
題
に
異
議
は
唱
え
ら
れ
ず
、
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
議
論
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

(2)
法
典
闘
査
委
員
禽
(
明
治
二
八
年
四
月
五
日
|
同
月
一
六
日
)
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「
契
約
ノ
成
立
」
に
関
す
る
実
質
的
な
審
議
は
、
起
草
委
員
の
草
案
に
基
づ
き
、
法
典
調
査
委
員
舎
で
な
さ
れ
た
。

現
行
民
法
五
二
一
条
一
項
(
草
案
五
一
八
条
一
項
)

に
つ
き
、
起
草
委
員
た
る
富
井
は
「
本
傑
ハ
財
産
編
第
三
百
八
傑
第
二
項
:
:
:
ノ

通
リ
デ
ア
リ
マ
ス
又
商
法
ノ
:
:
:
第
二
百
九
十
七
候
ニ
嘗
タ
ル
」
と
し
、
土
方
の
「
取
消
コ
ト
ヲ
得
ズ
ト
云
フ
ノ
ハ
法
律
上
不
能
ノ
意
味

デ
ア
ル
カ
若
シ
取
消
セ
パ
法
律
上
責
任
ヲ
帯
ピ
ル
ト
云
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
」
と
い
う
質
問
に
は
、
富
井
も
梅
も
前
者
と
答
え
る
。
右
の
諸

そ
れ
を
踏
襲
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
異
論
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

条
を
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
認
め
た
規
定
と
解
し
、

現
行
民
法
五
二
四
条
(
草
案
五
二
一
条
)
に
つ
き
、
富
井
は
当
初
こ
れ
も
旧
民
法
三

O
八
条
二
項
や
旧
商
法
二
九
七
条
と
同
旨
と
説
明
し

て
い
た
が
、
後
に
異
な
る
可
能
性
も
認
め
、
実
業
界
の
取
引
安
全
へ
の
要
望
を
容
れ
て
起
草
し
た
と
告
白
す
刻
。
梅
に
よ
る
と
、
そ
の
経
緯

は
次
の
如
し
。
起
草
者
は
「
契
約
ノ
成
立
」
の
起
案
に
際
し
、
慣
習
を
確
認
す
べ
く
、
各
地
の
商
業
会
議
所
に
調
査
を
依
頼
し
た
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
、
承
諾
発
信
以
前
な
ら
申
込
は
い
つ
で
も
撤
回
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
。
が
、
「
承
諾
ヲ
シ
ヤ
ウ
カ
ス
マ
イ
カ
ト
云
フ
ニ
付
テ
場

合
ニ
依
テ
ハ
費
用
モ
掛
ケ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
デ
ア
ラ
ウ
ガ
其
費
用
ヲ
掛
ケ
テ
居
ル
其
所
へ
取
消
ガ
来
テ
ハ
大
壁
困
ル
」
と
の
理
由
か
ら
、
二

契約交渉の破棄とその責任 (6) 

つ
の
商
業
会
議
所
か
ら
は
「
相
首
ノ
期
間
ハ
取
消
コ
ト
ガ
出
来
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
シ
テ
貰
ヒ
タ
イ
」
と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
「
少
ナ
ク
モ

損
害
賠
償
ヲ
許
ス
ト
云
フ
コ
ト
ニ
シ
テ
貰
ヒ
タ
イ
」
と
の
希
望
も
一
件
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
例
や
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法

で
は
「
期
限
の
な
い
申
込
で
も
、
相
当
期
間
は
撤
回
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
以
上
の
事
情
を
齢
酌
し
、
こ
の
規
定
を
設

け
た
。
し
か
し
、
か
か
る
興
味
深
い
起
草
過
程
と
は
対
照
的
に
、
審
議
は
他
の
論
点
に
集
中
し
、
「
拘
束
力
」
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

右
の
よ
う
に
、
寸
申
込
の
拘
束
力
」
は
異
論
な
く
受
容
さ
れ
た
た
め
、
か
え
っ
て
そ
れ
に
関
す
る
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
拘

束
力
」
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
根
拠
に
つ
い
て
も
「
然
ウ
云
フ
コ
ト
ニ
セ
ネ
パ
取
引
上
ノ
安
全
ヲ
保
ツ
コ
ト
ガ
出
来
ヌ
」
と
の
実
業
界
の
要
請

が
挙
げ
ら
れ
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
、
原
理
的
な
問
題
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

北法42(6・97)1509

(3)
董
理
禽
(
明
治
二
八
年
一
二
月
二
八
日
)
:
:
:
五
二
四
条
(
こ
の
時
点
で
は
草
案
五
二
二
条
)

に
つ
い
て
は
、
整
理
舎
で
も



説

そ
れ
は
承
諾
適
格
の
持
続
期
間
に
関
し
て
で
あ
り
、
「
拘
束
力
」
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

{
却
)

以
上
の
審
議
の
後
、
『
民
法
修
正
案
』
が
作
成
さ
れ
、
最
終
的
に
は
政
府
が
そ
れ
を
『
民
法
中
修
正
案
』
と
し
て
議
会
に
提
出
す
る
。

活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
が
、

論

(4)
帝
圃
譜
禽
で
の
審
議
と
『
民
法
修
正
案
理
白
書
』
:
:
:
帝
園
議
舎
で
「
契
約
ノ
成
立
」
は
審
議
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
修

(

目

)

(

叫

)

正
も
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
『
民
法
修
正
案
理
由
書
』
で
も
、
両
規
定
に
つ
き
目
新
し
い
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
現
行
民
法
五
二
一
条
と
五
二
四
条
が
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
是
認
し
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
特
に
反
対
も
な
か
っ
た
た

め
、
突
っ
込
ん
だ
議
論
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
が
、
五
二
四
条
の
創
設
に
当
た
り
、
損
害
賠
償
と
「
拘
束
力
」
と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
の
う

ち
、
前
者
が
選
ば
れ
た
点
は
興
味
深
い
。
そ
の
理
由
は
直
接
的
に
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
現
行
民
法
五
二
二
条
二
項
の
審
議
の
な
か
に
、
そ

の
一
端
を
窺
い
う
る
。
す
な
わ
ち
、
承
諾
延
着
の
通
知
を
悌
怠
し
た
場
合
の
効
果
と
し
て
、

ド
イ
ツ
民
法
草
案
は
「
契
約
の
成
立
」
を
認
め

(
起
草
者
が
参
照
し
た
の
は
第
一
草
案
八
五
条
二
項
と
そ
れ
を
踏
襲
し
た
第
二
草
案
二
一
二
条
二
項
)
、
他
方
、
ス
イ
ス

(
出
}

込
者
に
損
害
賠
償
責
任
を
課
す
が
、
こ
の
点
に
つ
き
富
井
は
「
損
害
賠
償
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
若
シ
向
フ
ニ
資
力
ノ
ナ
イ
ト
キ
ハ
之
ヲ
請
求
シ
テ

モ
何
ウ
モ
其
賓
数
ガ
覚
束
ナ
イ
且
手
数
ノ
掛
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
取
引
上
ノ
神
速
ト
安
全
ヲ
保
ツ
矯
メ
ニ
ハ
其
制
裁
ト
シ
テ
承
諾
ガ
延
着
セ

AUV 

ナ
ン
ダ
モ
ノ
ト
看
倣
ス
:
:
:
方
ガ
一
番
穏
首
デ
ア
ロ
ウ
」
と
し
、
前
者
に
倣
う
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
五
二
四
条
に
お
い
て
も
損
害

(
旧
)
債
務
法
は
申

賠
償
で
は
な
く
、
「
拘
束
力
」
が
選
択
さ
れ
る
理
由
と
な
り
う
る
。
ま
た
富
井
が
挙
げ
る
の
と
同
じ
理
由
か
ら
、
右
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案

(
却
)

で
は
な
く
、
「
契
約
の
成
立
」
を
選
択
し
て
い
る
の
だ
が
、
同
様
の
理
由
か
ら
、
右
第
一
草

八
五
条
二
項
は
「
損
害
(
信
頼
利
益
)
賠
償
」

案
は
「
信
頼
利
益
の
賠
償
責
任
」
と
い
う
普
通
法
下
で
の
通
説
に
代
わ
っ
て
、
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
採
用
し
(
第
一
草
案
八

O
条
。
次
章

参
照
)
、
現
行
(
日
本
)
民
法
五
二
四
条
の
起
案
の
段
階
で
は
、
こ
の
第
一
草
案
八

O
条
も
参
照
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
富
井
の
挙
げ

る
「
救
済
の
十
分
さ
」
と
い
う
理
由
も
起
草
者
を
し
て
損
害
賠
償
で
な
く
、
「
拘
束
力
」
を
選
ば
し
め
た
一
要
因
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
成
立
形
態
」

の
点
で
い
う
と
、
「
契
約
ノ
成
立
」
に
関
す
る
審
議
で
は
「
申
込
承
諾
型
」

の
み
想
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
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〔
旧
民
法
〕
三
百
人
保
ノ
規
定

る
。
「
契
約
ノ
成
立
」
全
体
に
関
す
る
趣
旨
説
明
の
な
か
で
、
富
井
は
「
契
約
ノ
成
立
ニ
必
要
ナ
ル
規
定
ハ

デ
ア
リ
マ
ス
即
チ
申
込
ト
承
諾
ニ
開
ス
ル
規
定
デ
殊
ニ
隔
地
ニ
在
ル
者
ノ
間
ニ
契
約
ヲ
矯
ス
場
合
ニ
付
テ
ハ
此
規
定
ガ
必
要
デ
ア
ロ
ウ
ト
思

フ
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
前
述
の
慣
習
調
査
も
実
業
家
や
商
業
会
議
所
に
対
す
る
も
の
で
、
調
査
対
象
に
不
動
産
が
含
ま
れ
な
か
っ
た
可

(
担
)

能
性
も
高
い
。
審
議
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
具
体
的
事
例
の
ほ
と
ん
ど
は
動
産
売
買
か
商
取
引
で
、
不
動
産
売
買
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
五

{

担

)

(

括

)

ヵ
所
し
か
な
く
、
そ
こ
で
も
申
込
と
承
諾
は
整
然
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
動
的
視
点
も
見
当
た
ら
な
い
。

学
説
の
理
解
:
:
:
現
在
の
学
説
と
同
様
、
民
法
典
制
定
直
後
の
学
説
も
五
一
一
一
条
一
項
と
五
二
四
条
を
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
認

(
甜
)

め
た
規
定
と
解
し
、
そ
の
根
拠
は
「
相
手
方
の
保
護
」
に
求
め
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
は
、
二
つ
の
示
唆
が
浮
か
び
上
が
る
。
第
一
に
、

一
貫
し
た
申
込
受
取
人
保
護
の
姿
勢
か
ら
は
「
一
定
の
状
況
の

下
で
は
、
締
約
へ
の
信
頼
も
法
的
保
護
に
値
す
る
」
と
の
強
固
な
価
値
判
断
が
看
取
さ
れ
る
。
「
拘
束
力
」
を
肯
定
す
る
立
場
も
、
損
害
賠

償
責
任
の
み
是
認
す
る
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
の
見
解
も
、
こ
の
点
で
は
軌
を
一
に
す
る
。
第
二
に
、
受
取
人
保
護
の
手
段
が
複
数
あ
る
こ
と
も
明

ら
か
に
な
る
。
現
行
民
法
典
の
起
草
過
程
で
は
、
こ
の
点
を
め
ぐ
り
興
味
深
い
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
意
味
を
探
っ
て
み
る
。

契約交渉の破棄とその責任 (6) 

「
申
込
の
撤
回
」
か
ら
受
取
人
を
保
護
す
る
方
策
と
し
て
は
、
撤
回
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
補
填
す
る
方
法
と
撤
回
自
体
を
禁
止
す
る
方

法
と
が
あ
る
。
前
者
は
「
信
頼
利
益
の
賠
償
」
に
相
当
し
、
後
者
は
「
申
込
の
拘
束
力
」
に
当
た
る
が
、
こ
ち
ら
は
「
履
行
」
な
い
し
「
履

行
利
益
の
賠
償
」
に
帰
着
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
起
草
過
程
以
来
、
終
始
一
貫
「
拘
束
力
」
が
支
持
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
根
拠
は
受
取
人
保

護
、
す
な
わ
ち
、
受
取
人
に
不
測
の
損
害
を
与
え
な
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
が
、
そ
こ
で
「
損
害
」
と
さ
れ
る
の
は
、
締
約
準
備
費

用
や
第
三
者
と
の
締
約
機
会
の
喪
失
、
つ
ま
り
、
「
信
頼
利
益
」
に
相
当
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
救
済
策
と
し
て
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は
「
信
頼
利
益
の
賠
償
」
で
十
分
で
あ
り
、

た
そ
れ
が
採
ら
れ
る
べ
き
理
由
、

そ
れ
が
本
筋
で
も
あ
ろ
う
が
、
か
か
る
角
度
か
ら
「
拘
束
力
」
を
批
判
す
る
見
解
は
な
く
、
ま

(却
v

ひ
い
て
は
二
つ
の
救
済
策
の
採
用
基
準
を
究
明
せ
ん
と
す
る
姿
勢
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
ま
さ



説

に
か
か
る
視
点
か
ら
、

五
二
四
条
を
め
ぐ
る
起
草
者
の
議
論
に
は
引
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
損
害
賠
償
と
「
拘
束
力
」
と
い
う
岐

路
に
立
た
さ
れ
た
彼
ら
は
、
あ
え
て
後
者
を
選
択
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
損
害
賠
償
が
「
信
頼
利
益
の
賠
償
」
で
あ
る

論

か
否
か
は
問
題
で
あ
る
。
現
行
日
本
民
法
典
は
ド
イ
ツ
民
法
典
と
異
な
り
、
「
信
頼
利
益
」
対
「
履
行
利
益
」
と
い
う
図
式
を
採
っ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
刻
。
が
、
こ
の
図
式
が
法
典
を
貫
く
支
柱
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
「
起
草
者
や
民
法
典
の
用
い
る

『
損
害
』
概

念
の
す
べ
て
が
右
の
図
式
に
当
て
は
ま
ら
な
い
」
と
の
結
論
は
導
き
え
ま
い
。
特
定
の
文
脈
の
下
で
は
「
損
害
」
と
い
う
多
義
的
な
表
現
を

用
い
つ
つ
も
、
具
体
的
な
「
損
害
」
像
と
し
て
「
信
頼
利
益
」
(
に
相
当
す
る
も
の
)
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
し

か
る
に
、
四
聞
の
事
情
を
勘
案
す
る
と
き
、
右
の
場
面
で
想
定
さ
れ
た
「
損
害
」
は
「
信
頼
利
益
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
こ
で
は
先
の
二
つ
の
方
策
が
天
秤
に
か
け
ら
れ
、
「
拘
束
力
」
の
方
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
一

因
は
「
信
頼
利
益
の
賠
償
」
が
救
済
策
と
し
て
不
十
分
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
肝
腎
の
そ
の
根
拠
は
明
確
で

な
い
。
現
行
民
法
五
二
二
条
二
項
に
つ
き
富
井
の
挙
げ
る
理
由
が
、

五
二
四
条
に
も
妥
当
し
う
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、

そ
れ
は
何
故
五

二
二
条
二
項
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
で
な
く
、
「
契
約
の
成
立
」
を
選
ば
し
め
る
論
拠
た
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
富
井
の
説
明
は
走
漢
と

し
て
捉
え
所
が
な
く
、
具
体
的
な
意
味
や
推
論
過
程
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
「
損
害
」
と
し
て
「
信
頼
利
益
」
を
想
定
す
る
な
ら
、

賠
償
で
十
分
な
は
ず
で
、

そ
れ
を
不
十
分
と
意
識
す
る
に
は
別
の
事
情
が
介
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
が
起
草
者
を
し
て
右
の
意
識
を
抱
か
し

め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
何
を
想
定
し
、

そ
れ
を
ど
う
評
価
し
て
、

か
か
る
意
識
へ
と
誘
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
「
申
込

の
拘
束
力
」
は
委
員
た
ち
の
心
を
あ
ま
り
に
強
く
深
く
捉
え
て
い
た
た
め
、

つ
い
に
か
か
る
疑
問
に
答
え
る
行
は
見
い
出
し
え
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
推
測
を
重
ね
て
も
隔
靴
掻
揮
の
感
は
免
れ
な
い
。
が
、
こ
の
問
題
を
含
め
、
以
上
の
検
討
結
果
は
す
べ
て
同
一
方
向
を
指

し
示
し
て
い
る
。
旧
民
法
典
で
採
用
さ
れ
た
「
申
込
の
拘
束
力
」
は
旧
商
法
草
案
を
介
し
、
ド
イ
ツ
旧
商
法
典
に
遡
っ
た
。
右
の
問
題
に
も

ド
イ
ツ
民
法
草
案
が
影
を
落
と
し
て
い
る
。
考
察
さ
れ
る
べ
き
は
ド
イ
ツ
法
な
の
で
あ
る
。
故
地
で
は
一
体
何
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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そ
の



契約交渉の破棄とその責任 (6) 

位(
1
)
現
行
民
法
典
の
編
纂
過
程
に
つ
き
詳
し
く
は
、
星
野
(
通
)
・
前
掲
書
一
五
一
一
一
一
九
七
頁
参
照
。

(
2
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
四
五
頁
以
下
(
特
に
六
四
七
頁
の
富
井
の
説
明
)
。

(
3
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
三
』
六
四
八
、
六
六
八
頁
。
現
行
民
法
五
二
四
条
の
参
照
条
文
と
し
て
は
、
旧
民
法
三
O
八
条
一
項
し
か
挙
げ
ら

れ
て
い
な
い
が
、
富
井
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
五
二
四
条
は
三
O
入
条
二
項
と
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
な
る
(
同
・
六
六
人
頁
)
。

(
4
)
主
査
委
員
曾
の
審
議
は
前
掲
『
民
法
主
査
曾
議
事
速
記
録
』
一
四
O
頁
以
下
(
明
治
二
六
年
六
月
一
一
一
一
一
日
分
)
、
委
員
線
舎
の
審
議
は
前
掲
『
民

法
線
曾
議
事
速
記
録
』
五
九
頁
以
下
(
明
治
二
六
年
七
月
四
日
分
)
参
照
。
両
委
員
会
で
の
実
質
的
な
審
議
は
意
思
表
示
の
と
こ
ろ
で
打
ち
切

ら
れ
、
代
理
以
降
は
法
典
調
査
委
員
舎
に
引
き
継
が
れ
る
(
整
理
舎
も
含
め
、
各
委
員
会
の
概
要
は
、
星
野
(
通
)
・
前
掲
書
一
人
O
|
一
八
四

頁
参
照
)
。

(
5
)
起
草
委
員
提
出
の
案
を
「
草
案
」
と
呼
ぶ
が
、
現
行
民
法
典
が
旧
民
法
典
の
修
正
と
い
う
形
を
取
っ
た
た
め
(
帝
国
議
舎
に
提
出
さ
れ
た
法

案
の
名
称
は
『
民
法
中
修
正
案
』
で
あ
る
)
、
同
・
「
草
案
」
は
「
修
正
原
案
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
(
起
草
委
員
提
出
の
案
に
も
数
種
類

あ
る
。
星
野
(
通
)
・
前
掲
書
一
八
O
頁
参
照
。
な
お
、
同
・
「
草
案
」
は
、
他
の
議
案
と
と
も
に
『
民
法
第
一
議
案
』
(
前
掲
『
日
本
近
代
立
法

資
料
叢
書
一
三
』
収
録
)
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
「
契
約
ノ
成
立
」
に
関
す
る
案
は
明
治
二
八
年
四
月
二
日
と
同
月
六
日
に

配
布
さ
れ
て
い
る
(
前
掲
『
民
法
第
一
議
案
』
一
二
三
頁
以
下
)
。

(
6
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
二
一
』
六
四
三
頁
以
下

(
7
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
三
』
六
四
九
|
六
五
O
頁
。
申
込
者
が
承
諾
以
前
に
第
三
者
に
目
的
物
を
売
却
し
、
申
込
を
撤
回
し
た
場
合
、
後

に
承
諾
が
な
さ
れ
た
な
ら
、
申
込
者
は
債
務
不
履
行
責
任
を
負
う
の
か
不
法
行
為
責
任
を
負
う
の
か
、
と
の
土
方
の
質
問
に
対
し
、
富
井
は
「
其

取
消
ハ
無
数
デ
ア
ル
」
と
し
、
梅
は
有
効
な
契
約
が
二
重
に
成
立
す
る
こ
と
を
前
提
に
「
其
契
約
ヲ
履
行
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ガ
出
来
ヌ
カ
ラ
損
害

賠
償
シ
カ
取
レ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
蹄
着
ス
ル
」
と
答
え
る
。
富
井
も
そ
れ
を
受
け
、
「
無
論
然
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
其
場
合
ハ
違
約
ノ
損
害
ノ
責
任
ガ

ア
ル
」
と
す
る
。

(
8
)
た
だ
し
、
富
井
は
前
註

(
7
)
の
土
方
の
質
問
に
対
し
て
、
そ
の
後
「
[
自
分
の
答
え
は
}
間
違
ツ
テ
居
ツ
テ
其
契
約
ハ
目
的
物
ガ
ナ
イ
カ
ラ

成
立
テ
得
ナ
イ
ト
云
フ
方
デ
不
正
行
為
ノ
適
用
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
方
ガ
正
シ
イ
カ
モ
知
ラ
ヌ
併
シ
ド
チ
ラ
ニ
シ
テ
モ
然
ウ
云
フ
コ
ト
迄
此
庭
ニ
規

定
ス
ル
コ
ト
ハ
六
カ
シ
イ
ト
思
フ
:
:
:
結
果
ハ
多
少
違
ウ
カ
知
リ
マ
セ
ヌ
ガ
然
ウ
云
フ
コ
ト
ハ
撃
者
ノ
祭
シ
ミ
ニ
任
カ
シ
テ
置
イ
タ
ガ
宜
カ
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説

ラ
ウ
」
と
譲
歩
す
る
(
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
五

O
l六
五
二
貝
)
。
が
、
契
約
不
成
立
の
原
因
は
目
的
物
の
不
存
在
に
求
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
こ
れ
は
「
申
込
の
拘
束
力
」
と
は
対
立
し
な
い
(
原
始
的
客
観
的
不
能
に
つ
き
、
起
草
者
は
不
法
行
為
法
に
よ
る
処
理
を
意
図
し

て
い
た
(
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
四
』
(
昭
和
五
九
年
)
収
録
の
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
四
(
第
八
十
五
回
l
第
百
拾
回
)
』
二
三

頁
)
。
ま
た
原
始
的
主
観
的
不
能
を
契
約
の
無
効
原
因
と
規
定
し
た
旧
民
法
財
産
取
得
編
四
二
条
を
一
変
さ
せ
る
草
案
五
六
一
条
(
現
行
民
法
五

六
O
条
)
が
提
案
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
審
議
の
後
の
四
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ
り
(
前
掲
『
民
法
第
一
議
案
』
一
一
一
一
六
頁
て
そ
れ
に
対
す
る
審

議
は
翌
月
七
日
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
(
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
八
九
九
頁
以
下
)
。
従
っ
て
、
右
の
富
井
の
譲
歩
は
不
自
然
で
は
な

い
)
。
な
お
、
右
の
発
言
は
「
履
行
利
益
の
賠
償
(
債
務
不
履
行
責
任
ご
と
「
信
頼
利
益
の
賠
償
(
不
法
行
為
責
任
に
相
当
ご
と
の
差
を
意
識

し
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

(
9
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
三
』
六
四
九
頁
以
下
参
照
。

(
叩
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
三
h

六
六
七
|
六
七
三
頁
。

(
日
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
=
一
』
六
七
九
頁
。
調
査
の
時
期
・
内
容
は
不
詳
だ
が
、
か
か
る
調
査
を
何
度
も
行
っ
て
い
る
余
裕
は
な
か
っ
た
は

ず
だ
か
ら
、
発
信
主
義
と
到
達
主
義
が
争
わ
れ
た
場
面
で
参
照
さ
れ
た
の
と
同
じ
調
査
か
も
し
れ
な
い
(
も
っ
と
も
、
「
申
込
の
拘
束
力
」
は
正

式
な
調
査
項
目
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
七
九
六
八
O
頁
)
。
と
す
る
と
、
そ
れ
は
三
人
の

実
業
家
と
全
国
二

O
ヵ
所
以
上
の
商
業
会
議
所
を
対
象
と
し
、
対
象
品
目
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
(
前
掲
『
民
法
主
査
曾
議
事
速
記
録
』
六

七
二
|
六
七
三
頁
、
前
掲
『
民
法
線
曾
議
事
速
記
録
』
五
二
二
頁
、
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
九
一
頁
参
照
)
。
ま
た
旧
商
法
典
制
定
の

さ
い
も
、
司
法
省
は
慣
習
を
調
査
し
(
司
法
省
編
纂
(
瀧
本
誠
一
校
閲
)
『
日
本
商
事
慣
例
類
集
』
(
昭
和
七
年
)
、
『
商
事
慣
例
類
集
(
全
三
巻
)
』

(
平
成
二
年
)
参
照
)
、
そ
こ
に
は
「
契
約
の
成
立
」
に
関
す
る
項
目
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
(
前
掲
『
商
事
慣
例
類
集
(
第
一
巻
)
』
二
九
九
頁

以
下
)
。
た
だ
、
「
成
立
形
態
」
と
の
関
係
で
一
言
す
る
な
ら
、
起
草
者
の
参
照
に
耐
え
得
る
調
査
対
象
は
動
産
に
限
ら
れ
、
不
動
産
売
買
に
は

及
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
司
法
省
は
明
治
九
年
か
ら
一
一
一
一
年
に
か
け
、
民
事
慣
例
の
調
査
を
行
い
(
明
治
一

O
年
と
二
二
年
に
調
査
結
果

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
一

O
年
版
は
手
塚
豊
・
利
光
三
津
夫
『
民
事
慣
例
類
集
』
(
昭
和
四
四
年
)
一

O
五
頁
以
下
、
二
二
年
版
は
司
法
省
編

纂
(
瀧
本
誠
一
校
閲
)
『
日
本
民
事
慣
例
類
集
』
(
昭
和
七
年
)
、
司
法
省
蔵
版
『
全
園
民
事
慣
例
類
集
』
(
昭
和
五
一
年
)
、
司
法
省
蔵
版
『
全
園

民
事
慣
例
類
集
』
(
平
成
元
年
)
参
照
。
両
者
を
融
合
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
(
第
一
三
巻
)
』
収
録
の
『
全
園
民
事
慣

例
類
集
』
(
風
早
八
十
二
解
題
、
昭
和
一
九
年
)
も
あ
る
。
以
上
の
資
料
の
相
互
関
係
は
、
手
塚
・
利
光
・
前
掲
書
三
頁
以
下
参
照
)
、
そ
こ
で

吾ふ
日間
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は
不
動
産
売
買
も
調
査
対
象
と
さ
れ
た
が
、
当
時
の
そ
れ
は
|
|
現
代
風
に
言
え
ば
|
|
要
式
契
約
で
あ
っ
た
(
手
塚
・
利
光
・
前
掲
書
二
三

四
頁
以
下
、
司
法
省
編
纂
・
前
掲
書
(
平
成
元
年
)
四
九
四
頁
以
下
。
な
お
、
形
式
と
し
て
は
、
売
主
の
み
が
署
名
捺
印
す
る
「
売
渡
証
文
」

と
両
当
事
者
が
連
署
す
る
「
(
契
約
な
い
し
売
買
)
証
書
」
と
が
混
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
川
島
武
宜
「
〔
新
版
〕
所
有
権
法

の
理
論
」
(
昭
和
六
二
年
)
二
二
四
二
二
六
、
二
二
九
頁
も
参
照
)
。
江
戸
時
代
の
慣
行
が
残
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
(
江
戸
時
代
の
慣
行
は
、

石
井
良
助
『
近
世
取
引
法
史
』
(
昭
和
五
七
年
)
、
同
・
『
日
本
法
制
史
概
説
』
(
筆
者
の
参
照
し
た
改
版
第
四
刷
は
昭
和
五
八
年
、
初
版
は
昭
和

二
三
年
)
の
他
、
中
田
薫
『
徳
川
時
代
の
文
学
に
見
え
た
る
私
法
』
(
昭
和
五
九
年
)
四
二
頁
以
下
参
照
)
。
し
か
し
、
売
買
一
般
を
諾
成
契
約

と
し
て
構
成
し
よ
う
と
し
た
現
行
民
法
典
の
起
草
者
に
と
り
、
そ
れ
は
意
に
そ
ぐ
わ
ぬ
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
(
証
拠
法
上
の
制
限
は
あ
る

も
の
の
、
旧
民
法
典
で
も
売
買
は
諾
成
契
約
と
さ
れ
て
い
た
。
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
五
条
、
同
・
証
拠
編
六
O
条
)
。
従
っ
て
、
起
草
過
程
で

は
、
不
動
産
売
買
に
関
す
る
調
査
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
(
調
査
対
象
が
実
業
界
や
商
業
会
議
所
で
あ
る
点
や
対
象
品
目
と
し
て

不
動
産
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
点
が
こ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
審
議
の
な
か
で
は
「
商
業
上
ノ
慣
習
」
と
い
う
発
言
も
聞
か
れ
る
。

前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
七
九
頁
)
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
「
成
立
形
態
」
と
し
て
寸
申
込
承
諾
型
L

の
み
前
面
に
立
ち
、
不
動
産
売
買

を
典
型
例
と
す
る
「
練
り
上
げ
型
」
が
看
過
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

(
ロ
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
七
七
、
六
七
九
六
人

O
頁。

(
日
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
七
二
、
六
七
七
、
六
八

O
頁
(
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
支
持
す
る
商
業
会
議
所
は
東
京
と
岡
山
、
損
害
賠
償

を
支
持
す
る
の
は
、
和
歌
山
(
同
・
六
七
二
頁
)
か
熊
本
(
同
・
六
七
七
、
六
八

O
頁
)
で
あ
る
)
。

(
日
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
三
』
六
六
七
i
六
六
八
、
六
七
七
頁
。
た
だ
、
そ
こ
で
参
照
さ
れ
て
い
る
「
悌
大
審
院
一
千
八
百
七
十
年
二
月
二

十
八
日
判
決
」
に
対
す
る
梅
や
富
井
の
か
か
る
理
解
に
は
疑
問
も
あ
る
。

河
内
』

-
N
∞・『

A

山〈]{∞叶
C

・O
・]{∞斗
H

・H

・。]{一∞・]戸∞叶
0
・Y
N
m
w
A
山・

原
告
は
被
告
か
ら
寸
木
炭
六
千
袋
を
一
袋
六
フ
ラ
ン
で
売
る
」
と
の
期
限
の
な
い
申
込
を
受
け
、
四
日
後
に
承
諾
の
手
紙
を
発
信
し
た
が
、

「
申
込
の
撤
回
」
の
手
紙
と
行
き
違
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
「
契
約
の
成
立
」
を
主
張
し
、
木
炭
の
引
渡
し
を
求
め
た

が
、
原
審
が
請
求
を
棄
却
し
た
の
で
、
原
告
は
上
告
。
破
致
院
は
「
申
込
者
が
承
諾
に
拘
束
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
適
時
に
な
さ
れ
た
と

き
だ
け
で
あ
り
、
本
件
で
か
か
る
期
間
内
に
承
諾
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
し
、
成
立
を
否
定
し
て
上
告
を
棄
却
し
た
。

右
の
如
く
、
本
件
の
争
点
は
「
申
込
の
拘
束
力
」
と
い
う
よ
り
、
承
諾
適
格
に
あ
る
。
ま
た

ω可
弓
の
要
約
で
は
「
期
限
の
な
い
申
込
も
、
申
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込
者
に
一
定
期
間
義
務
を
負
わ
せ
る

(g同
お
巾
『
)
と
し
た
例
と
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
「
拘
束
力
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
も
問
題
の
は
ず
で
あ
る
(
前
節
の
註
(
臼
)
参
照
)
。
な
お
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
つ
い
て
は
、
次
章
第
一
節
参
照
。

(
日
)
富
井
や
梅
の
発
言
は
実
業
界
へ
の
強
い
配
慮
を
窺
わ
せ
る
(
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
七
一
、
六
七
七
|
六
八

O
頁)。

(
日
)
現
行
民
法
五
二
四
条
の
審
議
(
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
二
一
』
六
六
七
|
六
八
五
頁
)
の
う
ち
、
六
六
八
|
六
六
九
頁
で
は
対
話
者
間
で
の

期
限
の
な
い
申
込
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
が
、
六
七

O

六
七
二
頁
で
は
旧
民
法
や
旧
商
法
と
の
関
係
と
拘
束
力
の
持
続
期
間
が
、
六
七
二
|

六
八
四
頁
で
は
承
諾
適
格
の
持
続
期
聞
が
論
議
さ
れ
、
他
方
、
「
拘
束
力
」
の
可
否
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

(
げ
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
七
二
貝
。
お
そ
ら
く
そ
の
原
因
は
、
起
草
者
が
、
そ
も
そ
も
「
申
込
の
拘
束
力
」
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
も

の
な
の
か
、
と
い
う
理
論
よ
り
、
認
め
ね
ば
取
引
の
安
全
が
阻
害
さ
れ
る
、
と
い
う
実
際
上
の
便
宜
を
重
視
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
(
か
か
る
傾

向
に
つ
い
て
は
、
星
野
・
前
掲
論
文
六
二
二
六
二
三
頁
参
照
)
。

(
国
)
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
四
』
(
昭
和
六
三
年
)
収
録
の
『
法
典
調
査
会
民
法
整
理
曾
議
事
速
記
録
』
二
七

O
|
二
七
六
頁
。

(
日
)
な
お
、
梅
は
こ
の
規
定
を
「
当
事
者
の
意
思
」
を
推
測
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
つ
つ
も
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
「
拘
束
力
」
は
認
め
ら
れ
え
な

い
と
の
理
由
か
ら
、
公
益
規
定
と
も
解
し
て
い
る
(
前
掲
『
民
法
整
理
曾
議
事
速
記
録
』
二
七
三
頁
)
。
「
拘
束
力
」
を
本
来
的
に
は
存
在
し
な

い
も
の
と
す
る
こ
の
理
解
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
意
思
自
治
の
原
則
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
(
第
三
部
第
二
編
参
照
)
。
な
お
、
曽
野
・
前
掲
論
文
一

三
七

O

二
二
七
一
頁
は
「
契
約
ノ
成
立
」
に
関
す
る
諸
規
定
を
「
強
行
規
定
で
は
な
く
当
事
者
の
意
思
不
明
な
場
合
の
推
定
規
定
」
と
し
た

う
え
、
「
意
思
自
治
の
趣
旨
か
ら
し
で
も
、
当
事
者
の
意
思
が
前
後
の
状
況
か
ら
し
て
合
理
的
に
推
測
で
き
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
従
う
の
が
当

然
で
あ
り
、
民
法
の
規
定
は
そ
の
意
思
が
不
明
の
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
「
申
込

者
が
申
込
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
場
合
、
意
思
自
治
の
原
則
に
照
ら
し
、
直
ち
に
『
拘
束
力
』
が
認
め
ら
れ
る
」
と
の
誤
解
を

招
き
か
ね
ず
、
い
さ
さ
か
一
方
の
み
を
強
調
し
過
ぎ
た
嫌
い
が
あ
る
。
申
込
者
の
一
方
的
な
意
思
に
よ
っ
て
申
込
維
持
義
務
を
負
い
う
る
、
と

す
る
こ
と
が
、
債
権
者
た
る
申
込
受
取
人
の
意
思
を
無
視
し
て
い
る
点
で
、
実
は
意
思
自
治
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
杉
山
直
治
郎
「
片

約
皐
濁
行
矯
ニ
就
テ
」
(
法
学
志
林
五
六
号
二
ハ
頁
、
五
七
号
三
二
頁
、
明
治
三
七
年
)
参
照
。
も
っ
と
も
、
日
本
民
法
典
の
「
申
込
の
拘
束
力
」

は
申
込
受
取
人
の
保
護
を
企
図
し
つ
つ
も
、
申
込
者
H
受
取
人
間
に
右
の
如
き
債
権
債
務
関
係
は
措
定
し
て
い
な
い
。

(
却
)
前
掲
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
五
』
収
録
の
『
民
法
修
正
案
』
五
二
頁
。

(
幻
)
法
典
調
査
会
末
期
か
ら
帝
国
議
会
終
了
ま
で
の
経
緯
は
、
贋
中
俊
雄
『
第
九
同
帝
閣
議
舎
の
民
法
審
議
』

説論

北法42(6・104)1516 

(
昭
和
六
一
年
)
、
同
・
「
民
法
修
正



契約交渉の破棄とその責任 (6) 

案
(
前
三
編
)
に
関
す
る
お
ぼ
え
が
き
」
(
法
学
五

O
巻
五
号
七
六
頁
、
昭
和
六
二
年
)
、
同
・
『
民
法
修
正
案
(
前
三
編
)
の
理
由
書
』
(
昭
和

六
二
年
)
参
照
。

(
沼
)
庚
中
・
前
掲
『
第
九
同
帝
圏
議
舎
の
民
法
審
議
』
二
二
五
二
二
七
、
三
四
六
|
三
四
九
頁
。

(
お
)
『
民
法
修
正
案
理
由
書
』
の
種
類
と
意
義
は
、
庚
中
・
前
掲
論
文
七
四
三
頁
以
下
、
同
・
前
掲
『
民
法
修
正
案
(
前
三
編
)
の
理
由
書
』
一
一
一
頁

以
下
の
他
、
小
林
・
前
掲
論
文
八
三
|
八
八
頁
。
な
お
、
現
行
民
法
五
二
一
条
一
項
及
び
五
二
四
条
に
関
す
る
限
り
、
『
以
活
版
換
謄
窮
民
法

修
正
案
理
白
書
(
鮒
質
疑
要
録
)
』
と
『
未
定
稿
本
民
法
修
正
案
理
由
書
(
自
第
一
一
編
至
第
三
編
完
)
』
と
で
差
は
な
い
(
条
文
の
番
号
は
異

な
る
が
、
内
容
は
同
二
。

(
担
)
贋
中
・
前
掲
『
民
法
修
正
案
(
前
三
編
)
の
理
白
書
』
五

O
二

五

O
四
頁
(
現
行
民
法
五
二
四
条
に
つ
き
、
「
瑞
士
債
務
法
及
ヒ
印
度
契
約

法
等
ノ
例
ニ
倣
ヒ
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
承
諾
適
格
を
も
射
程
に
入
れ
た
(
結
果
論
的
な
)
説
明
で
あ
っ
て
、
法
典
調
査
委
員
舎
で
の
審
議
を

見
る
限
り
、
「
拘
束
力
」
が
認
め
ら
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
)
。

(
お
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
七
二
、
六
七
七
頁
参
照
。
た
だ
、
梅
は
商
業
会
議
所
の
意
見
と
し
て
「
:
:
:
相
嘗
ノ
損
害
賠
償
ノ
責
ニ
任

ズ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
シ
テ
貰
ヒ
タ
イ
取
消
ハ
無
論
出
来
ヌ
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
L

と
い
う
見
解
を
伝
え
て
お
り
(
同
・
六
七
七
頁
)
、
「
拘

束
力
」
と
損
害
賠
償
と
が
混
同
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
感
も
あ
る
。
が
、
梅
自
身
は
そ
の
区
別
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、

土
方
の
質
問
に
的
確
に
答
え
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
(
同
・
六
四
九
|
六
五

O
頁
。
詳
細
は
前
註

(
7
)
参
照
)
。

(
部
)
起
草
者
が
参
照
し
た
旧
債
務
法
五
条
二
項
は
、
法
文
上
「
損
害
賠
償
(
∞
与
邑
富
市
『

g
R
)
」
と
す
る
だ
け
だ
が
、
後
の
学
説
は
そ
れ
を
「
信
頼

利
益
の
賠
償
」
と
解
し
て
い
る

(ω
円

F
E
E
g
a
q
よ
お
帽
ケ
訳
。
自
呂
町
三

R
E
g
w
z耳
2月
ユ

2
z
g
N
E
5
2
2
N
E
n
F
〈

回

Eι
・
o
g国間
E
g
g
-

「2
F
F
↓Z
Z
E
〈

H
P
(
ω
'
〉色・)・

5
叶

ω
・
〉
『
昨
日

-
E
R・
2-
∞'仏印
ω
品
目
品
)
。
他
方
、
ス
イ
ス
民
法
の
一
翼
を
担
う
現
行
債
務
法
は
、
ド

イ
ツ
民
法
典
に
倣
い
、
承
諾
延
着
の
通
知
を
僻
怠
し
た
場
合
の
効
果
と
し
て
、
五
条
三
項
で
寸
契
約
の
成
立
」
ま
で
認
め
て
い
る
。

(
幻
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
六
一
頁
。
富
井
は
冒
頭
で
「
本
保
ノ
規
定
ハ
既
成
ノ
民
法
ニ
モ
商
法
ニ
モ
ア
リ
マ
セ
ヌ
之
ハ
濁
逸
民
法
草

案
ニ
殆
ド
同
ジ
規
定
ガ
ア
リ
マ
ス
又
瑞
西
債
務
法
ニ
モ
少
シ
場
合
ハ
違
ヒ
マ
ス
ガ
矢
張
リ
之
ニ
似
寄
ツ
タ
規
定
ガ
ア
リ
マ
ス
夫
レ
ニ
倣
ツ
タ
規

定
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
し
て
い
る
が
、
本
文
で
紹
介
し
た
説
明
か
ら
推
し
て
、
「
夫
レ
」
と
は
ド
イ
ツ
民
法
草
案
を
指
す
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
な
お
、

損
害
賠
償
と
「
契
約
の
成
立
」
と
の
か
か
る
形
で
の
比
較
は
他
に
も
散
見
さ
れ
る
(
た
と
え
ば
重
大
な
過
失
に
よ
る
錯
誤
に
つ
き
、
前
掲
『
民

法
主
査
曾
議
事
速
記
録
』
六
四
九
頁
、
無
権
代
理
人
の
責
任
に
つ
き
、
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一
(
第
一
回
|
第
二
十
六
回
)
』
(
『
日

北法42(6・105)1517 



説

本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
』
(
昭
和
五
八
年
)
収
録
)
一
四
一
頁
)
。

(
お
)
第
一
草
案
八
五
条
二
項
と
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
第
二
草
案
二
一
二
条
二
項
は
、
F
A
O
円
三
町
N
Z
骨
冨
開
口
言
ロ
「
『
巾
岱
ロ
巾
日
∞
ロ
門
岡
町
「
-
-
円
『
自
の
巾
印
内
定

f

σ
E
円
F
g
E
『
内
同
曲
目
。
巾
三
宮
町
市
帝
王
国
(
以
下
、
室
。
己
〈
巾
N
E
E
∞
の
∞
と
引
用
)
-
E
'
F
H
∞
∞
∞
・
ω
'

コO
H
叶
同
一
司
『
D
B
r
o
z
巾
島
常
町
内
。
g
B
5
5
ロ
宮
吋

円四戸市N垣
2
丹
市
「
吊
帥
巴
口
問
己
巾
印
何
回
室
、
=
『
町
田
島
市
的
回
E

「
開
閉
ユ
回
円
宮
内
ロ
の
巾
凹
2
N
σ
=
n
F
P
∞
品
・
戸
H
∞
mvN
∞
∞
]
戸
噂
宮
口
問
且
白
ロ
・

0
広
岡
町
田
曲
目
宮
口
富
田
Z
Z
丘
四
巾
=
N
Z
g

E
司
拘
巾
吾
門
町
内
ロ
の
g
m
R
U
E
n
F
E
『
且
即
日
U
2
門
印
円
Z
E
E
f
回
己
・
戸
5
3
・
ω
'
F
M
M
一
戸
主
P
G
S
参
照
(
「
損
害
賠
償
で
は
取
引
に
資
す
と
こ
ろ
が

な
い
」
と
す
る
。
そ
の
意
味
は
第
一
草
案
八

O
条
の
説
明
の
な
か
で
敷
桁
さ
れ
て
い
る
。
次
註
(
却
)
参
照
)
。
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
の
う
ち
、

「
契
約
の
成
立
」
に
関
す
る
部
分
は
、
理
白
書
も
含
め
、
当
時
既
に
翻
訳
さ
れ
て
お
り
(
司
法
省
『
濁
逸
民
法
草
案
(
第
一
巻
)
』
(
明
治
二
一
年

七
月
)
二
二
頁
以
下
、
同
・
『
濁
逸
民
法
草
案
(
第
一
一
編
)
』
(
明
治
二
一
年
一
一
月
)
二
七

O
頁
以
下
)
、
富
井
は
こ
れ
を
参
照
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

(
却
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
ニ
』
六
六
七
頁
。
理
由
香
は
「
信
頼
利
益
の
賠
償
」
で
な
く
、
「
拘
束
力
」
を
選
択
し
た
根
拠
に
つ
い
て
「
そ
の
よ

う
な
損
害
賠
償
義
務
に
は
、
実
際
上
重
大
な
疑
念
が
あ
り
、
取
引
に
資
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
取
引
が
立
ち
行
く
に
は
、
業
務
(
の
2
円
冨
常
)
が

円
滑
か
つ
迅
速
に
運
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
損
害
賠
償
は
、
通
常
厄
介
で
、
か
つ
結
果
も
お
ぼ
つ
か
ぬ
訴
訟
を
招
き
、
取
引
を
麻
揮
さ
せ
て

し
ま
う
」
と
し
て
い
る
(
宮
♀
-
5
2
B
∞
の
∞
-
∞
色
白
戸
∞
目
E
K
H
1
5
。
一
宮
巴
包

E-
白白・

0

(
∞
ι
・3
・
∞
主

ω)
。
こ
れ
は
五
二
二
条
二
項
に
関
す
る

富
井
の
説
明
と
同
一
と
言
え
る
。

(
却
)
「
迅
速
な
取
引
」
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
現
行
民
法
五
二
六
条
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
も
読
み
取
れ
る
(
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
三
』

六
九

O
頁
以
下
)
。

(
訂
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
二
一
』
六
四
七
頁
。
実
際
、
対
話
者
間
で
の
契
約
を
想
定
し
た
議
論
は
少
な
い
(
同
・
六
五
三
、
六
五
五
、
六
六
九
、

六
七
五
、
六
七
七
l
六
七
八
頁
に
散
見
さ
れ
る
程
度
)
。

(
お
)
前
註
(
日
)
参
照
。

(
お
)
こ
の
こ
と
を
暗
示
す
る
表
現
は
随
所
に
見
ら
れ
る
。
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
四
八
七
一
五
、
七
三
七
l
七
三
八
頁
か
ら
挙
げ
る

な
ら
(
数
字
は
頁
数
)
、
六
五

O
(品
物
、
馬
)
、
六
五
四
(
注
文
)
、
六
五
八
(
商
人
)
、
六
六
六
(
米
)
、
六
七
三
(
商
事
、
荷
、
商
人
、
商
品
)
、

六
七
四
(
物
、
商
人
)
、
六
七
六
(
物
、
品
物
)
、
六
七
九
(
商
業
上
の
慣
習
)
、
六
八
一
(
商
事
上
の
取
引
、
商
品
、
商
人
、
美
術
品
、
穀
類
、

味
噌
醤
油
、
注
文
)
、
六
八
二
(
相
場
、
商
人
、
商
品
、
骨
董
屋
、
(
鉄
道
の
)
賃
銭
)
、
六
八
一
ニ
(
得
意
先
、
相
場
、
商
人
、
物
口
問
)
、
六
八
四
(
汽

ず I

白岡

北法42(6・106)1518



車
の
時
間
表
)
、
六
八
六
(
商
事
)
、
六
八
七
(
反
物
屋
、
米
、
注
文
)
、
六
八
八
(
着
物
、
洋
服
屋
)
、
六
八
九
(
着
物
、
仕
立
屋
)
、
六
九
一
(
相

場
、
海
上
及
び
火
災
保
険
)
、
六
九
二
(
注
文
、
製
造
)
、
六
九
六
(
注
文
、
品
物
、
小
間
物
商
、
木
材
商
、
呉
服
商
)
、
六
九
七
(
相
場
、
保
険
)
、

六
九
九
(
注
文
、
酒
、
問
屋
、
商
人
、
物
)
、
七

O
六
(
相
場
、
保
険
)
、
七

O
八
、
七
一
一
、
七
二
一
(
相
場
)
、
七
二
二
(
相
場
、
保
険
)
、

七
一
五
(
商
事
取
引
)
。
も
っ
と
も
、
民
法
と
商
法
が
重
複
す
る
場
合
、
商
法
を
削
除
す
る
方
針
だ
っ
た
か
ら
(
前
節
の
註
(
侃
)
参
照
)
、
商

取
引
が
想
定
さ
れ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
く
、
富
井
も
草
案
五
二
六
条
(
現
行
民
法
で
は
九
一
、
九
二
条
に
吸
収
さ
れ
た
)
の
趣
旨
説
明
の
な

か
で
、
「
殊
ニ
之
等
ノ
規
定
ヲ
置
ク
ニ
付
テ
ハ
唯
民
事
契
約
計
リ
ヲ
眼
中
ニ
セ
ズ
シ
テ
商
事
契
約
モ
始
終
眼
中
ニ
致
シ
マ
シ
テ
:
:
:
」
と
述
べ

て
い
る
(
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
七
三
七
頁
)
。
が
、
全
体
的
に
は
、
商
取
引
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
方
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

(
担
)
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
二
一
』
六
七
八
、
六
八
八
、
六
九
四
、
七
O
一
頁
(
六
八
二
頁
で
は
、
家
屋
賃
貸
借
が
例
示
さ
れ
て
い
る
)
。

(
お
)
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
七
八
条
(
ド
イ
ツ
民
法
一
五
四
条
)
は
「
練
り
上
げ
型
」
の
手
掛
か
り
と
な
り
、
か
つ
「
交
渉
破
棄
」
と
も
関
連
す

る
重
要
な
規
定
だ
が
(
第
二
部
第
一
一
編
参
照
)
、
現
行
民
法
典
の
起
草
過
程
で
は
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。
理
由
書
の
記
述
か
ら
(
冨
c
z
z
E
B

ロ
の
∞
-
∞
且
戸

ω・
5
N
玄
高
島
田
口
・
白
・
国
・
0
・(切品・
3
・
ω・
主
ナ
主
N
)

、
「
契
約
の
成
否
」
の
判
断
(
解
釈
)
に
の
み
か
か
わ
る
規
定
と
解
さ
れ
た
た

め
か
も
し
れ
な
い
(
第
四
部
第
一
編
第
二
章
第
一
節
の
註
(
訂
)
参
照
)
。

(
お
)
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
(
巻
之
三
債
権
編
)
』
(
明
治
三

O
年
)
三
七
二
|
三
七
三
、
三
七
九
!
三
八

O
頁
、
松
波
仁
一
郎
・
仁
保
亀
松
・

仁
井
田
益
太
郎
『
帝
国
民
法
正
解
(
第
四
巻
)
』
(
明
治
二
九
年
)
八

O
二
|
八

O
四
、
八
一
三
|
八
一
四
頁
、
岡
松
参
太
郎
『
注
釈
民
法
理
由
(
下

巻
)
』
(
明
治
三
二
年
)
四

O
三
|
四

O
五
、
四
一
八
|
四
一
九
頁
。
な
お
、
現
在
の
学
説
の
理
解
は
、
本
章
の
冒
頭
部
分
の
他
、
前
掲
『
注
釈

民
法
(
一
三
)
』
一
一
九
頁
以
下
(
遠
田
新
一
執
筆
部
分
)
参
照
。

(
幻
)
「
信
頼
利
益
」
と
「
履
行
利
益
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
高
橋
真
「
ド
イ
ツ
取
庇
責
任
法
に
お
け
る
積
極
的
契
約
利
益
・
消
極
的
契
約
利
益

-
完
全
性
利
益
の
区
別
」
(
『
現
代
私
法
学
の
課
題
と
展
望
(
下
)
』
(
昭
和
五
七
年
)
一
ム
ハ
五
頁
以
下
所
収
)
、
同
・
「
履
行
利
益
と
信
頼
利
益
」

(
『
民
法
の
争
点

H
』
(
昭
和
六
O
年
)
三

O
頁
以
下
所
収
)
参
照
。

(
お
)
起
草
過
程
(
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
七
二
頁
)
、
現
行
民
法
典
制
定
直
後
の
学
説
(
梅
・
前
掲
書
三
八

O
頁
)
、
後
の
通
説
(
我
妻

-
前
掲
書
五
九
六

O
頁
)
、
最
近
の
見
解
(
星
野
・
前
掲
書
二
七
頁
)
を
通
じ
、
概
ね
か
よ
う
な
損
害
が
挙
げ
ら
れ
(
も
っ
と
も
、
損
害
の
具

体
例
を
挙
げ
な
い
も
の
も
か
な
り
あ
る
)
、
他
方
、
契
約
の
不
履
行
自
体
を
「
損
害
」
と
す
る
説
は
見
当
た
ら
な
い
。

(
鈎
)
複
数
の
救
済
策
の
存
在
は
意
識
さ
れ
て
い
る
(
星
野
・
前
掲
書
二
七
頁
、
北
川
・
前
掲
『
日
本
法
学
の
歴
史
と
理
論
』

契約交渉の破棄とその責任 (6) 

一
八
四
|
一
八
五
頁
)
。

~I::法42(6 ・ 107) 1519 



説

(ω)
星
野
英
一
「
日
本
民
法
典
に
与
え
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
影
響
(
ご
」
(
『
日
仏
法
学
3
』
(
昭
和
四

O
年
)
一
頁
以
下
所
収
)
一
一
一
一
ー
ー
二
三
頁
。

(
引
)
「
申
込
の
撤
回
」
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
通
説
(
不
法
行
為
責
任
説
)
が
こ
の
こ
と
を
体
現
し
て
い
る
(
第
三
部
第
二
編
参
照
)
。
す
な
わ
ち
、

一
九
世
紀
の
そ
れ
は
「
損
害
」
と
し
て
「
信
頼
利
益
」
に
当
た
る
も
の
を
想
定
し
て
い
た
が
、
予
備
的
契
約
説
や
一
方
的
債
務
負
担
行
為
説
の

洗
礼
を
浴
び
た
こ

O
世
紀
の
そ
れ
は
、
「
履
行
」
な
い
し
「
履
行
利
益
(
当
該
契
約
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
)
の
賠
償
」
ま
で
認
め
よ
う
と
し
、
一

九
世
紀
に
は
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
現
物
賠
償
」
と
い
う
概
念
を
援
用
す
る
も
の
も
多
い
(
「
履
行
」
な
い
し
「
履
行
利
益
の
賠
償
」

が
契
約
の
効
果
と
意
識
さ
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
)
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
信
頼
利
益
」
に
相
当
す
る
も
の
と
「
履
行
利
益
」
に
相
当
す
る
も
の
と
は
、

腕
げ
な
が
ら
で
あ
れ
、
こ
の
文
脈
で
は
一
応
事
実
上
区
別
さ
れ
て
い
る
、
と
評
し
う
る
。
ド
イ
ツ
で
も
』
宮
ユ
ロ
同
登
場
以
前
の
事
態
は
同
様
だ
っ

た
よ
う
で
、
「
消
極
的
契
約
利
益
(
信
頼
利
益
)
」
に
対
す
る
者
百
円
目
的
円
宮
市
互
の
次
の
一
節
が
そ
の
こ
と
を
あ
ざ
や
か
に
言
い
当
て
て
い
る
。
「
か

よ
う
な
言
い
回
し
(
〉

5
母
5
5
は

F
q百
四
の
主
唱
に
か
か
る
。
〔
し
か
し
〕
こ
の
概
念
自
体
は
既
に
∞
雪
山
間
口
可
や
富
。
ョ
包
括
ロ
に
お
い
て
も
知

ら
れ
て
い
た
」

(45ロ
含
与
巴
己

¥-C3・
Z
F『
宮
内
『
号
∞
司
自
号
E
2
2
S
F
E
-
戸
(
。
・
〉
色
)
・
5
0
A
T
ω
e
N
印。・〉

Z
F
印)。

(
位
)
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
損
害
」
は
「
信
頼
利
益
」
に
相
当
し
(
前
註
(
犯
)
参
照
)
、
五
二
一
条
の
審
議
で
は
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠

償
(
帰
賞
の
根
拠
に
も
よ
る
が
、
取
引
的
不
法
行
為
で
の
「
損
害
」
が
一
般
に
「
信
頼
利
益
」
に
相
当
す
る
こ
と
は
、
高
橋
・
前
掲
「
ド
イ
ツ

液
抗
責
任
法
に
お
け
る
積
極
的
契
約
利
益
・
消
極
的
契
約
利
益
・
完
全
性
利
益
の
区
別
」
二

O
二
頁
参
照
)
と
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償

と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
(
前
掲
『
民
法
議
事
速
記
録
一
二
』
六
四
九
|
六
五
一
頁
)
。
「
拘
束
力
」
を
認
め
な
い
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
に
も
ふ
れ
る
が
(
同

『
速
記
録
』
六
六
七
|
六
六
八
頁
)
、
当
時
の
そ
れ
は
「
損
害
」
と
し
て
「
信
頼
利
益
」
を
想
定
し
て
い
た
(
前
註
(
但
)
参
照
)
。
ま
た
五

二
二
条
二
項
で
も
損
害
賠
償
と
「
契
約
の
成
立
」
と
い
う
向
様
の
対
比
が
見
ら
れ
る
が
、
前
者
を
採
っ
た
も
の
と
し
て
起
草
者
が
挙
げ
て
い
る

ス
イ
ス
旧
債
務
法
五
条
二
項
の
「
損
害
」
と
は
「
信
頼
利
益
」
を
意
味
し
(
前
註
(
部
)
)
、
そ
の
こ
と
は
起
草
者
が
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
ド
イ

ツ
民
法
第
一
草
案
の
理
由
書
か
ら
も
十
分
読
み
取
れ
る
(
〈
四
一
宮
2
z
m
N
E
E
∞の∞

-
E
戸

ω・
=
?
コ
ケ
宮
高

E
P
白

-PO(E'H)
・
ω

立
。
)
。
さ
ら
に
そ
こ
で
富
井
の
挙
げ
る
理
由
は
、
右
第
一
草
案
で
「
申
込
の
拘
束
力
」
を
是
認
す
る
た
め
に
挙
げ
ら
れ
た
の
と
同
じ
も
の
だ
が
、

そ
の
第
一
草
案
で
「
拘
束
力
」
と
対
比
さ
れ
て
い
た
の
は
「
信
頼
利
益
の
賠
償
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
(
本
節
一
参
照
)
。

(
必
)
「
契
約
ノ
成
立
」
の
な
か
に
は
、
こ
の
他
に
も
ド
イ
ツ
法
の
影
響
が
濃
厚
な
規
定
が
散
見
さ
れ
る
(
た
と
え
ば
五
二
三
条
。
前
掲
『
民
法
議
事

速
記
録
一
ニ
』
六
六
五
頁
。
特
に
懸
賞
広
告
で
は
、
常
に
ド
イ
ツ
民
法
草
案
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
同
・
『
速
記
録
』
七
三
八
|
七
五
八
頁
)
。
か

か
る
傾
向
は

l
l
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
よ
り
も

l
l
ド
イ
ツ
民
法
草
案
の
方
が
「
契
約
の
成
立
」
に
関
す
る
規
定
を
完
備
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
よ

論

北法42(6・108)1520
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[ー]組長 l同~繊川掛桜川 Iliミ保 (Projet 尽蛍， ~.!!!蛍)

8 Le consentement peut etre donn在posterieurementa une offre ou proposition， pourvu que cell-ci 山 itpas ete retractee 

auparavant. 

@ Reciproquement， l'offre peut etre retractee tant que le consente町 ntn'a ete donne. 

6> Dans l'un et l'autre cas， on ne doit considerer que les dates comparatives de l'acceptation et de la retraction， indepelト

damment de la connaissance respective qu'en ont eue les parties. 

@ Les offres tombent de plein droit， si， avant l'acceptation， l'une des parties vient a mourir ou est frappee d'incapacite de 

contracter 

[N] 緑川冊械川 11吠保 (Projet 海握。 11~ti~坦[∞] G r総川畑11+長単静岡鰍J !.2耳手当1]0)

8 Une offre ou proposition de convention faite a distance， sans fixation d'u日 delai expres ou tac山 pourl'acceptation， peut 

etre valablement retractee， si la retractation parvient au destinataire avant qu'il ait expedie son acceptation. 

@ Si un delai a ete expressement ou tacitement assigne a l'acceptation， soit au moment meme de l'offre， soit posterieure-

ment， l'offre ne peut etre retractee pendant ce delai， a moins que la retractation n 'arrive avant l'offre ou l'assignation du 

d岳lai，ou en meme temps. 

6> Dans le meme cas d'assignat則 1d'un delai， l'offre prend fin par la seule expiration du delai， s'il n'y a pas eu acceptation 

expediee auparavant 

@ L'acceptation exped自 del'offre peut etre retractee si la凶 tractationen parvient a l'auteur de l'offre avant ladite 

(
也
)
山
恩
師
帆

Q
・
即
日
刊
…
帳
援
Q
稔
以
怠
即
時



N
N
2
(
O

ロ
-sq川
却
材

acceptation ou en meme temps. 

o Si celui qui a fait l'offre ou la proposition， sans assignation de delai， vient a mourir ou a etre frappe d'incapacite de con. 

tracter， l'acceptation de l'autre partie n'est valable que si elle est expediee avant que ces faits soient parvenus a sa con. 

naissance ; s'il y a eu assignation d'un delai， l'acceptation est toujours valable pendant ledit delai. 

@ Le retard ou le defaut d'arrivee dans la transmission d'une acceptation ou d'une retractation est a la charge de l'ex. 

pediteur， s'il y a faute de sa part ou de celle de son agent. 

θS'il y a cas fortuit ou force majeure， le dommage retombe sur le destinataire ; il en est de meme au cas de faute l'admi. 

nistration des postes et telegraphes， sauf le recours du destinataire contre ladite administration. 

[何]!!!1Ilí~健司冨制.1110<保G話届 (Code civil de l'Empire du Japon， accompagne d'un expose des motif， t. 1 er， 1891， traduction 

officielle) 

θUne offre de convention fa巾 adistance， sans delai expres ou tacite pour l'acceptation， peut etre valablement retractee 

tant qu'il n'y a pas eu expedition de l'acceptation ; si l'acceptation a ete expediee avant que la retractation parvienne au 

destinataire， l'acceptation est valable et la retractation est nulle 

@ Si un delai a長teexpressement ou tacitement as叫 nea l'acceptation， l'offre ne peut etre retractee pendant ce delai， a 

moins que la retractation n'arrive avant l'offre ou l'assignation du delai， ou en meme temps. 

o Dans le me即 casd'assignation d'un delai， l'offre prend fin par la se山 expirationdu delai，ぜiln'y a pas eu acceptation 

auparavant 

@ L'acceptation de l'offre peut etre retractee si la同tractationen parvient a l'at削 lrde l'offre avant ladite acceptation ou 

en meme temps 

o Si celui qui a fait l'offre vient a mourir ou a etre frappe d'incapacite de contracter， l'acceptation de l'autre partie est va. 

lable tant que ces faits ne sont pas parvenus a sa connaissance 

@ Les erreurs postales ou telegraphiques sont a la charge de l'expediteur， sauf son recours c∞on附t仕rel'ad叫dmi凶nin叫山in山 tra瓜山tion叩ndes 

postes et telegraphiques s'il y a lieu. 

話芸

辞書



契約交渉の破棄とその責任 (6) 

ニ
旧
民
法
財
産
編
三

O
八
条
の
起
草
過
程
に
現
わ
れ
た
諸
草
案

[
4
]
編
纂
局
案
八
二
九
条
(
『
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
氏
起
稿
民
法
草
案
修
正
文
自
第
五

O
一
条
至
第
一
五

O
二
条
』
。

ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
第
一
及
び
第
二
草
案
三
二
九
条
に
相
当
。
)

①
承
諾
ハ
提
意
即
一
言
込
ノ
後
奥
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
但
其
提
意
ヲ
総
長
改
セ
サ
ル
間
ニ
限
ル
ヘ
シ

②
又
提
意
ハ
承
諾
ヲ
輿
ヘ
サ
ル
問
嬰
改
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

③
右
何
レ
ノ
場
合
ニ
於
テ
モ
受
諾
及
ヒ
痩
改
ノ
先
後
ヲ
定
ム
ル
ニ
ハ
繁
方
ノ
者
互
ニ
之
ヲ
了
知
ス
ル
ヤ
否
ニ
拘
ハ
ラ
ス
只
其
受
諾
及
ヒ
愛
改
ノ

日
付
ヲ
比
照
ス
可
シ

④
若
シ
受
諾
ノ
前
ニ
一
方
ノ
者
死
去
シ
又
ハ
約
ス
ル
ノ
能
力
ヲ
失
フ
ト
キ
提
意
ハ
法
律
上
嘗
然
療
滅
ス

-
+
カ
l
ク
l
ド
の
助
言
(
『
法
律
取
調
委
員
曾
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
)
は
、
こ
の
段
階
で
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

[
5一
原
案
三
二
九
条
(
『
法
律
取
調
委
員
曾
民
法
草
案
第
二
編
』
)

①
提
供
即
チ
言
込
ハ
之
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
知
一
フ
シ
メ
テ
言
消
サ
サ
ル
間
ハ
受
諾
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
得

②
提
供
即
チ
言
込
ヲ
矯
シ
タ
ル
者
ガ
死
亡
、
ン
又
ハ
契
約
ス
ル
ノ
無
能
力
ニ
陥
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
賞
事
者
ノ
受
諾
ハ
其
未
タ
此
事
賓
ヲ
知
ル
ニ

歪
ラ
サ
ル
間
ハ
有
効
テ
リ

③
若
シ
受
諾
ノ
篤
メ
期
間
カ
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
提
供
ハ
此
期
間
ノ
満
了
ノ
ミ
ニ
因
テ
終
ル

④
郵
便
又
ハ
電
信
ノ
錯
誤
ハ
差
出
人
ノ
負
檎
ト
ス
但
官
署
ニ
釣
ス
ル
求
償
権
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス

-
+
三
二
九
条
に
関
す
る
一
回
目
の
審
議
(
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
)
は
、
こ
の
段
階
で
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

[6]
第
一
修
正
案
三
二
九
条
(
筆
者
の
想
像
。
内
容
は
、
第
二
節
一

(
3
)
|
(
5
)
参
照
。
)

①
提
供
即
チ
言
込
ハ
之
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
知
ラ
シ
メ
テ
言
消
サ
サ
ル
問
ハ
其
者
之
ヲ
受
諾
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

②
又
受
諾
ハ
提
供
者
ニ
知
ラ
レ
サ
ル
問
ハ
言
消
ス
コ
ト
ヲ
得

③
提
供
ハ
受
諾
ノ
矯
メ
明
示
又
ハ
歎
示
ニ
テ
許
奥
セ
ラ
レ
タ
ル
期
間
ノ
満
了
ノ
ミ
ニ
因
テ
終
ル

④
提
供
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
カ
明
示
又
ハ
歎
示
ノ
期
間
内
ニ
之
ヲ
答
フ
ル
コ
ト
ヲ
留
保
ス
ル
旨
ヲ
書
面
ニ
依
リ
又
ハ
其
他
ノ
方
法
ニ
依
リ
述
ヘ
タ
ル

ト
キ
ハ
提
供
者
此
期
間
ノ
満
了
前
ニ
提
供
ヲ
言
消
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

北法42(6・111)1523 



説

⑤
提
供
ヲ
鴛
シ
タ
ル
者
カ
死
亡
、
ン
又
ハ
契
約
ス
ル
ノ
無
能
力
ニ
陥
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
母
国
事
者
ノ
受
諾
ハ
其
未
タ
此
事
賞
ヲ
知
ル
ニ
至
ラ
サ
ル

間
ハ
有
効
(
数
?
)
ナ
リ

⑤
郵
便
又
ハ
電
信
ノ
錯
誤
ハ
差
出
人
ノ
負
槍
ト
ス
但
官
署
ニ
釘
ス
ル
求
償
権
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス

-
↓
六
六
三
条
に
関
す
る
一
回
目
の
審
議
(
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
取
得
編
議
事
筆
記
』
)
は
、
こ
の
段
階
で
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

[
7
]
第
二
修
正
案
三
二
九
条
(
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
、
『
商
法
民
法
関
係
諸
候
比
較
表
』
)

①
提
供
即
チ
言
込
ハ
之
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
知
ラ
シ
メ
テ
言
消
サ
サ
ル
問
ハ
其
者
之
ヲ
受
諾
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

②
又
受
諾
ハ
提
供
者
ニ
知
ラ
レ
ザ
ル
問
ハ
言
消
ス
コ
ト
ヲ
得

③
提
供
ハ
受
諾
ノ
篤
メ
明
示
又
ハ
歎
示
ニ
テ
許
輿
セ
ラ
レ
タ
ル
期
間
ノ
満
了
ノ
ミ
ニ
因
テ
終
ル

④
提
供
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
カ
明
示
又
ハ
歎
示
ノ
期
間
内
ニ
之
ヲ
答
フ
ル
コ
ト
ヲ
留
保
ス
ル
旨
ヲ
書
面
ニ
依
リ
又
ハ
其
他
ノ
方
法
ニ
依
リ
述
ヘ
タ
ル

ト
キ
ハ
提
供
者
此
期
間
ノ
満
了
前
ニ
提
供
ヲ
言
消
ス
コ
卜
ヲ
得
ス

⑤
若
シ
賞
事
者
中
執
レ
ノ
方
ヨ
リ
モ
明
示
又
ハ
歎
示
ニ
テ
受
諾
ノ
潟
メ
何
等
ノ
期
間
ヲ
モ
定
メ
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
諾
約
者
ハ
要
約
者
カ
履
行
ヲ
要

求
セ
ス
シ
テ
経
過
ス
レ
ハ
其
珠
約
ヲ
不
成
立
ノ
モ
ノ
ト
篤
ヘ
キ
期
間
ヲ
定
メ
ン
ト
裁
判
所
ニ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

⑥
提
供
ヲ
矯
シ
タ
ル
者
カ
死
亡
、
ン
又
ハ
契
約
ス
ル
ノ
無
能
力
ニ
陥
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
賞
事
者
ノ
受
諾
ハ
其
未
タ
此
事
賓
ヲ
知
ル
ニ
至
ラ
サ
ル

間
ハ
有
数
ナ
リ

⑦
郵
便
又
ハ
電
信
ノ
錯
誤
ハ
差
出
人
ノ
負
捲
ト
ス
但
官
署
ニ
釘
ス
ル
求
償
権
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス

-
↓
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一
』
で
は
、
三
二
九
条
に
関
す
る
一
回
目
の
審
議
は
こ
こ
で
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

[
8
]
最
終
修
正
案
三
二
九
条
(
前
掲
『
民
法
草
案
第
二
編
』
)

①
提
供
即
チ
一
言
込
ハ
之
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
知
ラ
シ
メ
テ
言
消
サ
サ
ル
問
ハ
受
諾
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
得

②
又
受
諾
ハ
提
供
者
ニ
知
ラ
レ
サ
ル
問
ハ
言
消
サ
ル
ル
コ
ト
ヲ
得

③
提
供
ハ
受
諾
ノ
鴬
メ
明
示
又
ハ
歎
示
ニ
テ
許
奥
セ
ラ
レ
タ
ル
期
間
ノ
満
了
ノ
ミ
ニ
因
テ
終
ル

④
提
供
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
カ
其
受
取
ヲ
出
シ
タ
ル
ト
キ
即
チ
明
示
又
ハ
暗
示
ノ
期
間
内
ニ
之
ヲ
答
フ
ル
コ
ト
ヲ
留
保
ス
ル
旨
ヲ
書
面
ニ
依
リ
又
ハ

其
他
ノ
方
法
ニ
依
リ
述
ヘ
タ
ル
ト
キ
ハ
提
供
者
此
期
間
ノ
満
了
前
ニ
提
供
ヲ
言
消
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

⑤
若
シ
嘗
事
者
中
執
レ
ヨ
リ
モ
受
諾
ノ
篤
メ
明
示
又
ハ
歎
示
ノ
期
間
ヲ
定
メ
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
提
供
者
ハ
他
ノ
一
方
ニ
定
マ
リ
タ
ル
期
間
内
ニ
於

論

北法42(6・112)1524 



契約交渉の破棄とその責任 (6) 

テ
答
フ
ヘ
ク
若
シ
此
期
間
ヲ
過
キ
テ
受
諾
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
提
供
ハ
不
成
立
ト
看
倣
サ
ル
ヘ
キ
旨
ヲ
告
知
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

⑤
提
供
即
チ
言
込
ヲ
鴛
シ
タ
ル
者
カ
死
亡
シ
又
ハ
契
約
ス
ル
ノ
無
能
力
ニ
陥
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
嘗
事
者
ノ
受
諾
ハ
其
未
タ
此
事
賓
ヲ
知
ル
ニ

至
ラ
サ
ル
問
ハ
有
効
ナ
リ

⑦
郵
便
又
ハ
電
信
ノ
錯
誤
ハ
差
出
人
ノ
負
櫓
ト
ス
但
宮
署
ニ
釣
ス
ル
求
償
権
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス

[9]
「
第
三
百
二
十
九
僚
改
正
案
」
(
『
民
法
編
纂
ニ
閥
ス
ル
諾
意
見
並
雑
書
』
)

①
受
諾
ノ
潟
メ
明
示
又
ハ
歎
示
ノ
期
間
ナ
ク
距
離
ヲ
隔
テ
テ
鴬
シ
タ
ル
契
約
ノ
提
供
聞
チ
一
言
込
ハ
若
シ
其
言
消
カ
受
取
人
ノ
承
諾
ヲ
差
出
ス
前

之
ニ
到
着
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
有
効
ニ
其
言
消
サ
ル
ル
事
ヲ
得

②
提
供
ノ
時
又
ハ
其
以
後
明
示
又
ハ
歎
示
ニ
テ
受
諾
ニ
期
間
カ
指
定
セ
ラ
レ
タ
ト
キ
ハ
提
供
ハ
此
期
間
内
言
消
サ
ル
ル
事
ヲ
得
ス
但
言
消
カ
提

供
若
ク
ハ
期
間
指
定
前
又
ハ
同
時
ニ
到
着
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

③
期
間
ノ
指
定
ノ
同
一
ノ
場
合
ニ
於
テ
其
期
間
前
ニ
受
諾
ア
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
提
供
ハ
此
期
間
ノ
満
了
ノ
ミ
ニ
因
リ
テ
終
ハ
ル

④
提
供
ノ
受
諾
ハ
言
消
カ
其
受
諾
前
又
ハ
同
時
ニ
提
供
者
ニ
到
着
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
言
消
サ
ル
ル
事
ヲ
得

⑤
提
供
即
チ
言
込
ヲ
矯
シ
タ
ル
者
カ
死
亡
、
ン
又
ハ
契
約
ス
ル
ノ
無
能
力
ニ
陥
ヒ
タ
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
蛍
事
者
ノ
受
諾
ハ
其
未
タ
此
事
賓
ヲ
知
ル
ニ

至
ラ
サ
ル
間
ハ
有
数
ナ
リ

⑤
郵
便
又
ハ
電
信
ノ
錯
誤
ハ
差
出
人
ノ
負
携
ト
ス
但
郵
便
、
電
信
ノ
官
署
ニ
封
ス
ル
求
償
権
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
行
フ
事
ヲ
妨
ケ
ス

[
叩
]
再
調
査
案
三
二
九
条
(
『
法
律
取
調
委
員
曾
民
法
草
案
財
産
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
)

①
遠
隔
ノ
地
ニ
於
テ
取
結
フ
契
約
ノ
言
込
ハ
其
承
諾
ノ
潟
メ
明
示
又
ハ
歎
示
ノ
期
間
ナ
キ
ト
キ
ハ
承
諾
ノ
報
ナ
キ
ノ
間
ハ
之
ヲ
言
消
ス
コ
ト
ヲ

得
但
言
消
ノ
報
ノ
達
ス
ル
ニ
先
タ
チ
承
諾
ノ
報
ヲ
後
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
承
諾
ハ
有
妓
ニ
シ
テ
其
言
消
ハ
無
妓
ナ
リ

②
右
ニ
反
シ
明
示
又
ハ
歎
一
不
ノ
期
間
ア
ル
ト
キ
ハ
其
期
間
ハ
言
込
ヲ
言
消
コ
ト
ヲ
得
ス
但
言
消
ノ
報
カ
一
言
込
又
ハ
期
間
指
示
ノ
報
ニ
先
タ
チ
又

ハ
同
時
ニ
先
方
ニ
達
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

③
此
指
示
期
間
ニ
承
諾
ヲ
鴛
サ
サ
ル
ト
キ
ハ
言
込
ハ
期
間
満
了
ノ
ミ
ニ
テ
消
滅
ス

④
承
諾
モ
亦
之
ヲ
言
消
ス
コ
ト
ヲ
得
但
其
報
カ
受
諾
ノ
報
ニ
先
タ
チ
又
ハ
同
時
二
一
言
込
人
三
連
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

⑤
言
込
人
カ
死
亡
シ
又
ハ
契
約
ス
ル
能
力
ヲ
失
ヒ
タ
ル
モ
先
方
カ
未
タ
此
事
賓
ヲ
知
ラ
サ
ル
問
ハ
其
承
諾
ハ
有
数
ナ
リ

⑤
郵
便
、
電
信
ノ
錯
誤
ハ
差
出
人
ノ
責
ニ
蹄
ス
但
郵
便
、
電
信
ノ
官
署
ニ
釘
ス
ル
求
償
権
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス
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説

l
l
三
二
九
条
に
関
す
る
こ
回
目
の
審
議
(
前
掲
『
民
法
草
案
財
産
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
)
は
、
こ
の
段
階
で
な
さ
れ
て
い
る
。

[
刊
]
旧
民
法
財
産
編
三

O
八
条
(
『
旧
法
令
集
』
)

①
遠
隔
ノ
地
ニ
於
テ
取
結
フ
合
意
ノ
吾
一
口
込
ハ
其
受
諾
ノ
為
メ
明
示
又
ハ
黙
示
ノ
期
間
ナ
キ
ト
キ
ハ
受
諾
ノ
報
ナ
キ
ノ
問
ハ
之
ヲ
言
消
ス
コ
ト
ヲ

得
但
言
消
ノ
報
ノ
達
ス
ル
ニ
先
タ
チ
受
諾
ノ
報
ヲ
発
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
受
諾
ハ
有
効
ニ
シ
テ
其
言
消
ハ
無
効
ナ
リ

②
右
ニ
反
シ
明
示
又
ハ
黙
示
ノ
期
間
ア
ル
ト
キ
ハ
其
期
間
ハ
言
込
ヲ
言
消
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
但
言
消
ノ
報
カ
一
吉
込
又
ハ
期
間
指
示
ノ
報
ニ
先
タ
チ

又
ハ
同
時
ニ
先
方
ニ
逮
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

③
此
指
示
期
間
ニ
受
諾
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
ハ
言
込
ハ
期
間
満
了
ノ
ミ
ニ
テ
消
滅
ス

④
受
諾
モ
亦
之
ヲ
言
消
ス
コ
ト
ヲ
得
但
其
報
カ
受
諾
ノ
報
ニ
先
タ
チ
又
ハ
何
時
二
号
一
口
込
人
ニ
達
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

⑤
言
込
人
カ
死
亡
、
ン
又
ハ
合
意
ス
ル
能
力
ヲ
失
ヒ
タ
ル
モ
先
方
カ
未
タ
此
事
実
ヲ
知
ラ
サ
ル
問
ハ
其
受
諾
ハ
有
効
ナ
リ

⑥
郵
便
、
電
信
ノ
錯
誤
ハ
差
出
人
ノ
責
ニ
帰
ス
但
郵
便
、
電
信
ノ
官
署
ニ
対
ス
ル
求
償
権
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス

言命

三
旧
商
法
ニ
丸
七
条
の
起
草
過
程
に
現
わ
れ
た
詰
草
案

[
ロ
〕
レ
l
ス
ラ
I
の
旧
商
法
草
案
三
四
二
条

(
m
o
E
2・
E
Z
E江
市

5
2
国
包
含
Z
の
g
E宮
内

Z
Eこ
苦
言

E
円。。

g
B
g
g『
-
E
戸
H

∞
∞
品
)

um『
O
片岡巾『巾ロ円

σZFσ
円
σ
Z
N
E
【同市岡国

N
2
G
巴ロ

-
p
t弓
D

門出回巾何「
EMVH・
=
口
問
品
巾
『
・
〉
=
ロ
h
w
F
E
P

ロ
ロ
ヨ
芹

z
g白
『
白
色
巾
『
同
ユ
丘
四
角
川
口
戸
跡
的
問
Y
E
口広『

『巾岡市
-ghvmw巴
間
巾
ロ
ロ
目
的

g
ロ
己
巾
ロ
巾
『
向
。
-
岡
市
口
宵
白
ロ
ロ
・
曲
目
的
2
口市

O
『
『
巾
「
門
町
間
角
川
岡
市
口
。
『
『
巾
『
国
門
巾
口
岡
市
σ巴ロ己巾ロ・

FSロ
ロ
丘
町
印
巾
-
U
巾
』
巾
色
白
円
『
〈
。
『
申
込
巾
『

也市国円
F
N
巾
同
丘
四
百
件
色
町
『
巾
ロ
何
百
円
『
え
な
口
百
出
国
広
巾
E
O
R
m
『
m
z
m
口
広
匡
『
円
F

2

ロ
巾
岡
市
間
内
ロ
忌
巾
口
広
巾
窓
-
ロ
E
2
-
ロ
ロ
聞
耳
目
色
巾
『
「
巴
同
町
ロ

[
日
]
原
案
三
四
二
条
(
『
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
第
一
讃
曾
曾
議
筆
記
』
、
『
商
法
草
案
上
巻
』
)

勧
請
者
ハ
勧
誘
ヲ
受
タ
ル
者
ヨ
リ
直
チ
ニ
又
ハ
期
限
内
ニ
承
諾
ノ
旨
ヲ
明
告
シ
得
ル
普
通
ノ
時
期
迄
ハ
勧
請
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
封
シ
其
勧
誘

シ
タ
ル
契
約
ヲ
守
ラ
サ
ル
可
ラ
ス
但
其
勧
請
未
タ
勧
請
ヲ
受
ル
者
ニ
達
セ
サ
ル
前
又
ハ
達
ス
ル
ト
同
時
ニ
通
知
ヲ
以
テ
其
勧
請
ヲ
取
消
ス
コ

ト
ヲ
得

[
同
]
第
一
改
訂
案
三
四
二
条
(
前
掲
『
商
法
第
一
讃
曾
曾
議
筆
記
』
)

提
供
者
ハ
提
供
ヲ
受
タ
ル
者
ヨ
リ
直
チ
ニ
又
ハ
期
限
ニ
従
ヒ
後
シ
タ
ル
懸
答
ノ
通
例
違
シ
得
可
キ
時
期
迄
ハ
提
供
ヲ
受
タ
ル
者
ニ
釣
シ
其
提

供
ヲ
守
ラ
サ
ル
可
ラ
ス
然
レ
ト
モ
其
提
供
未
タ
提
供
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ニ
達
セ
サ
ル
前
又
ハ
達
ス
ル
ト
同
時
ニ
反
釘
ノ
通
知
ヲ
以
テ
之
ヲ
取
消
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ス
コ
ト
ヲ
得

[
向
]
第
二
改
訂
案
三
四
ニ
条
(
『
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
第
二
議
曾
舎
議
筆
記
』
)

提
供
者
ハ
提
供
ヲ
受
タ
ル
者
ヨ
リ
直
チ
ニ
又
ハ
期
限
ニ
従
ヒ
溌
シ
タ
ル
報
答
ノ
通
例
達
シ
得
可
キ
時
期
迄
ハ
提
供
ヲ
受
タ
ル
者
ニ
釘
シ
其
提

供
ヲ
守
ラ
サ
ル
可
ラ
ス
然
レ
供
其
提
供
未
タ
提
供
ヲ
受
ク
ル
者
ニ
釘
セ
サ
ル
前
又
ハ
達
ス
ル
ト
同
時
ニ
反
釣
ノ
通
知
ヲ
以
テ
之
ヲ
取
消
ス
コ

ト
ヲ
得

[
時
〕
第
三
改
訂
案
三
四
二
条
(
前
掲
『
商
法
民
法
関
係
諸
傑
比
較
表
』
)

提
供
者
ハ
提
供
ヲ
通
常
ノ
情
況
ニ
於
テ
聞
時
ニ
又
ハ
期
間
ニ
従
ヒ
受
諾
ヲ
述
フ
ル
事
ヲ
得
ル
期
日
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
被
提
供
者
ニ
針
シ
其
提
供

ニ
鴇
束
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ト
ス
然
レ
ト
モ
提
供
ノ
被
提
供
者
ニ
達
ス
ル
前
又
ハ
達
ス
ル
ト
同
時
ニ
反
釘
ノ
通
知
ヲ
以
テ
其
提
供
ヲ
取
消
ス
事
ヲ

旦寸

[
げ
]
量
終
案
ニ
丸
七
条
(
『
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
草
案
』
。
こ
れ
が
再
調
査
案
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
)

提
供
者
ハ
提
供
ヲ
通
常
ノ
情
況
ニ
於
テ
却
時
又
ハ
期
間
ニ
承
諾
ヲ
述
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
時
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
被
提
供
者
ニ
封
シ
其
提
供
ニ
鴇
束

セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ト
ス
然
レ
ト
モ
提
供
ノ
被
提
供
者
ニ
達
ス
ル
以
前
又
ハ
達
ス
ル
ト
同
時
ニ
反
釘
ノ
通
知
ヲ
以
テ
其
提
供
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ヲ
得

-
↓
旧
商
法
二
九
七
条
(
『
旧
法
令
集
』
。
最
終
案
と
同
二
。

契約交渉の破棄とその責任 (6) 

※
現
行
民
法
五
二
一
条
一
項
と
五
二
四
条
は
、
文
言
も
含
め
、
当
初
の
案
た
る
『
民
法
第
一
議
案
』
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
。

[
町
正
]
前
々
号
(
四
二
巻
四
号
)
に
次
の
よ
う
な
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
ま
す
。

三
五
頁
三
行
自
(
誤
)
的
を
得
て
い
る
↓
(
正
)
的
を
射
て
い
る
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